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例 言

　本書は各官公署の統計報告に基き、其の主要事項の要

歎を摘録韓載し、叉は之に若干集計を加へて編纂したも

のである。而して其の比例ZF均等は間々右報告より轄載

したものもあるが、多くは本局に於て算出したものであ

る。

　本書に於ける度量衡軍位は從來圭として尺貫法に依つ

たが、メートル法の實施に件ひ本第四十九回年鑑より若

干の例外を除き蓋く之をメートル法に改正した・

　本書に於ては高級歎位の計歎は多くの場合一定軍位未

満を四捨五入したる略藪を掲げ．四捨五入の結果歎量“

卑位に達せざるものあるときは之を「○」を以つて示した。

　本書に掲ぐる計敷の出所は之を「計歎出所目録」として本

書巻末に其の書目を掲げ、精密なる計数を知らむとする

者の便に供した。
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2 一略　　St－一一

1・土地及氣象（統計表8－17頁参照）

匡〔（⇒：遼欝㌘籠：覧：撒2

最北崎北緯50度55分に至り、極西墓湾彰湖麗望安庄花剛の西端束

狸119度18分より極東千島列島占守島の東崎東径156度30分に

至る間に於て亜細亜大陸の束に浩ひ斜に束北より西南に黙在すろ

樺太島の南牛、千島、北泊道D本州、四國、九州及室湾を包含する所

謂日本列島と大陸である朝鮮牛島から成り、樺太の北部は露西亜、

朝鮮の北部は露西亜及中華民國と境を接する外四面皆海で西は申

華民國、南は比律賓、東は亜米利加大陸と遙に相封して居る。

　【面積】帝國の纏面積は674，676方粁鯨で其の中、内地は5割

7分を占め、朝鮮は3割3分、墓灘と樺太とは各く5分で樺太の

方が盛溝より116方粁廣い。

　列國中面積の最も廣いのは露西亜の2，135萬方粁（内、欧露は

424萬方粁）で之に亜ぐは申華民國の1，111萬方粁、ブラジルの852

萬方粁、北米合衆國の770萬方粁、アルピンテlyの298萬方粁

像である、帝國内地の面積は列國申の第18位で土耳其、瑞典、

パラグァィは我が國の上1：、ボーランド、芽蘭、諾威は我が國の

下に在る、又帝國の穂面積を列國の属領を含め了こ面積と比較して

も荷等位である。

　面積を府縣別に見ると最も廣いのは北海道の88，454方粁で内

地面積の2割3分を占め他に2萬方粁以上の府縣はない。岩手、幅

島、長野、新潟、秋田及岐阜は各1萬方粁以上で面積の廣い地方

に厨し、沖縄、祠奈川、東京、香川、大阪は何れも1千乃至2千

方粁台で面積の狭い地方であろ。

　【民有地】　昭和四年一月一日に於ける内地の民有地は1，915萬

＾クタールで穂面積の5割弱に當り逐年増加の趨勢である。各府

縣の面積中民有地の割合を見ると最も多いのは山梨の9割2分で

之に亜ぐは祠奈川の8割除、香川、愛媛，千葉、沖棚、島根、埼

玉の各7割除、其の最も少いのは宮崎の3割、秋田、青森、北海

i道、大分の3割乃至4割で他は5割内外の地方が多い。

　民有有租地を地目別1：見ると田は2，950千ヘグタール、畑は

2，809千ヘクタール、宅地は415千ヘクタール、IU林は8，598千ヘ

クタール、原野及牧場は1，811千ヘクタール、盛田、鍍泉地、池

沼及雑種地は36千ヘクPt　一ルで之を前年に比較すると田は1千

ヘクPt　一・　！v、畑lt　23千＾クタール、宅地は2千ヘクタール、山林

は78千ヘクタ・一　JVs原野及牧場は65千ヘクタ’〃、璽田、鍍泉

地、池沼及雑種地は1千＾クタールを夫々櫓加し7：。

嘉き竺。霊樵；ぷ㌶鞭‘霊篇蒜

，糊地瀧分地は大正＋四年1こ646千ヘクタール・観積の1割

　を占め†こが最近には無くなつ7こ。

‘㌣〉～　＼”v’v @㌃　昭和四年に於ける平均気腿は朝鮮、満洲及申
’氣　　　　象｝
㌧＿．一．一一t．．．－li　rN　－t華民國に高くて762粍乃至3粍を示し最高は

大蓮の763・4粍である。本州は761粍内外のもの多く、北海道樺

太及南洋は氣歴概して低く、最低はバラオの757・7粍である。墓

灘及沖縄は760乃至2粍室が多い。

　　【氣温】　昭和四年申平均氣温の振氏20度を超ゆる地方は墓灘、

沖細及小笠原島及南洋で是等の中温度最も高いのは♪eラオの26．7

1度である。四國、九州に属する諸地方、銚子以西に位する太平洋

浩岸諸地方は概ね15度内外、中國近畿爾砥に扇すろ諸地方は14

度内外、東山匿に厨する諸地方は10度内外から14度以上のもの

があつて、各地方間の差甚しく、奥初地方は10度内外、北海道は

南方の一部8乃至9度であるが5度内外の地方多く、樺太は3度

1室以下で敷香の如きは0度未満であろ、朝鮮の南部は10度乃至13

度稀に14度を示すが最北部は3度に降り、浦洲及中華民國北部（t

10度内外、上海は15・7度、漢口は16・8度である。
1

　　氣温の最高極は墓灘では墓束の38度2分、九州では佐世保の

38度4分、中華民國では天津の40度7分で濟南の40度4分、漢

1ロ38度、芝采の37度4分之に亜で高い。最低極は北海道では帯

廣の零鮎下30度、樺太は敷香の零黙下33度2分、朝鮮では中江

鎮の零黙下39度0分、満洲では長春の零鮎下29度9分である。

　【降水量】　昭和四年中の降水量は地方に依て甚しい差異があ

　る、纏量3千粍を超ゆるは、八丈島、大台ケ原tU　．名瀬潮岬、2千粍

1を超ゆろは勝浦、館山、高田、金澤・蘭井、敦賀、濱松s豊岡、

室戸、高知、足摺、温泉岳、宮崎、那覇、墓中、恒春の諸地方にして

本州は概ね千乃至2千粍、北海道は800乃至1千粍・樺太は600

乃至”1　OO粍で少雨の地方である、朝鮮、満洲・中華民國も亦少雨の

、地方が多い。南洋はポナベ5千粍墓、パラオ4千粍童て雨量多い。

‘　【風】　卒地に於ては各地の風速に甚しき蓮庭なく1乃至3米の

：ものが多く、唯紗那、初幌、蕎都、銚子、新潟、八丈島、長津呂、

1微山調泉岳、彌、酬滋跳蝿、鵠頗速急で、何

1れも毎秒卒均5米以上である、量大風速も亦地位1：依て甚しき差

1異あリ3・米以蝋酬逸幌，筑泌u、八鵡、新潟ぽ戸、足

　摺、温泉岳、那覇、石垣島にして他は30米未満の地であろ。

声
－
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㌃人。戸冨大正＋四年國勢調査の酬こ依ろ川洲
（＿＿．、＿．一一．ノ組敷83，457千人で中、内地は59，737千人（7割

2分）朝鮮は19，523千人（211‖3分⊃b品溌は3，993千人（5分）、

梓太は204千人（2厘）である、又同時に調査し7こ關束州及南満洲

鐵道附属地の人口は1，055千人、南洋委任統治彊域内の人口は56

千人である。

　欧米諸國最近の國勢調存に依ると北米合衆國は10，571萬人（大

正九年一月一日田〕琉浬は62，539千人（大正十四年六月十六日

調）英吉利は44，248千人　（人正十年六月二十日調）　佛蘭西は

40，743千人（昭和元年調⊃である、又推計に依ろ支那の人口は

43，609萬（大正十二年）と租し、露西亜の人口は146百萬（欧露

昭和元年）と報じて居ろb2Pち列國中我が帝國の人口は第五位に

在ろ、内地人口の増加牢大正九年乃至十四年一年zド均は1，000人

に付男14．040。女12．931、其の卒均13・4S7、朝鮮は26・168、

室河iは18．499、樺太は184・808であろ。

　【男女別】同調査の紀果に依れば男女の刮合は内地及内地外の

各地域何れも男子は女子に超過するが其の程度は一一様でなく女

100に付男の割合内地は101で男女殆ど均衡を保ち、朝鮮は106、

篭湾は106、南洋は115で、男子超過の程度未だ甚だしくないが、

樺太は150、關東州は157で何れも男子超過の程度甚だ高い。

　【年齢別】　年齢別人口は零歳以上14歳、15歳以上59歳、60歳

以上の三大階級に大別して具の割合を見ろと全人口1000中零歳以

上14歳は3割7分、15歳以上59歳は5割6分、60歳以上は8分

で各階級相互の割合が保tこれて居る年齢構成であろ。

　人ロ1，000人中6歳以上14歳の學齢人口の割合は2割、17歳

以上40歳迄の兵役義務年齢人口は1割8分男纏敷に封すれば3割

5分、15歳以上50歳の姐孕年齢女人口は2割4分女纏敷に封寸れ

ば4割8分、14歳以上の犯罪責任年齢人口は6割3分である。

　【配偶關係】　人口1，000人中有配偶者の割合は4刮、未婚者｛t

5割2分、死別の者は7分、離別の者は1分の割合である。

　【府縣別人口】　各府縣人口は甚だ不同で最も多いのは東京府の

4，485千人、其の最も少いの｛工烏取縣の472千人で最多と最少との

比は8と1とに當る、人ロ200萬以上300萬は大阪、北海道、兵

庫、愛知、祀岡、100萬以上、200萬は新潟、静岡、長野、廣島、

鹿兜島、幅島、祠1奈川、茨城、京都、千葉、埼玉、熊本、岡山、

長崎、岐阜、群馬、三重、愛媛、山ロ、栃木・宮城・山形）100萬

以下は青森、岩手、秋田、富山、石川、縞井、山梨、滋賀、奈良、

和歌山、烏取）島根、徳島、香川、高知、佐賀、大分、宮崎、沖

縄であろ。

　旬一府縣孕均人Pは127萬人で卒均以上の府縣は右の内熊本縣

3

　　　　口　（表18－69頁参照）

よ1）以上列詑の18府縣、平均以下の府縣｛ミ同じく岡山縣以下29

縣である。

　【人口密度】　内地人口密度は1方粁に付156人で地方1：依り甚

だしく不同であるが最も稠密なのは東京の2，093人で大阪の1，687

人は東京の密度に近く、遙に降て帥奈lllの602人、頑岡の466人・

愛知の459人、香川の379人、埼玉の367人は相亜いで人口翻密の

地方に厨し、250人以上350人の府縣は千葉、京都・兵庫、佐賀D

長崎、・200人以上250人は茨城、静岡、沖紐、150人以k200人は

栃木、群馬、富sU　，石川、三重、滋賀、奈良、和歌山、岡山、廣

島，山口、徳島、愛媛、熊本、鹿兜島にして其の少さ地方は高知

の97人、青森及秋田の80人寮、岩手の59人北海道の28人等である。

　一世帯に付人口は全國牢均5人で、之を地方別に見ると大髄三

箇の分野があろ、即ち富山、長野、静岡以北、北海道に至る各地

方は何れも5人以上6人で殊1：東北地方に至る1：從ひ6人1：近い

ものが多い、右分界縣に接する石川、岐阜、愛知以西の畿内、中

國、四國及九州の大分、鹿兄島及沖縄は概ね5人以下で就中近畿、

中國に属すろ地方等が少く、奈良及九州に於て橘岡、長崎、宮崎

は全國卒均と同位であろ。但し5人以上の分野申掲り東京は4人

6分を示し、又5人以下の分野に在るから前者の如く著明ではな

いが大阪の4人5分、京都、兵庫の如き亦一世帯卒均人ロ少く4

人6分である。

　蓋し前項の人口密度及一世帯卒均人ロの多少は固より天然上の

影響のみでなく祉會歌態及経濟事情の然らしむろ所である、東京、

大阪其他k都市を包含すろ地方1：於ては人口稠密で一世帯の人口

少いのは人ロの都會集中経沸組織の饗遷に作ふ小家族制の反映と

見ろことが出來るし、東北地方は人ロ稀疎で一世帯人員の多いの

は天然の影響と一面匠會般態）経濟組織に於て大に異るものがあ

ろからであるo

　【職業別人ロ】　大正九年國勢調査結果に依れば、緯人ロ中農業

最も多く48％を占め、工業の19％、商業の13％之に亜いで多

く他は10％以下であろ。即ち農業27，138千人、水産業1・450千

人、鍍業938千人、工業10，738千人D商業7，313千人、交通業

2，549千人、公務自由業3，208千人、無職業1，498千人、家事使用

人40千人、其他1，091千人にして内本業者は27，378千人（49％）、

本業なき從麗者27，950千人（50％）、家事使用人635千人（1％）

である。本業者の割合比較的高きは農業で52％を示して居るが

商業に於ては同割合低く44％となつて居ろ。

　【都鄙別人口】　人口の多少に依て市町村を都鄙別に分て見ると

村落（人ロ5，000以下）人ロは26，413千人で4割4分）都會（人

ロ5，001以上）人口は33，323千人で5割6分・右の内人口100・001
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以上の大都會人口は8，741千人で、1割5分を占めて居ろ・都鄙

人口の割合を第一回調沓に比較すろに村落の滅少すろに反し都會

人口の増加急速であろ。

　全國101市中人口最も多いのは大阪市の2，115千人で之に亜ぐ

は東京市の1，996千人、名古屋市の769千人、京都市の680千人、

帥バ市の644千人、横濱市の406千人で、旬廣島、長崎、函館、

金澤、熊本、幅岡、札幌、仙墓、奨、小樽、鹿兜島、岡山、八幡、

欝熱き羅藻念二1：
地人の中」ヒ海道アイヌは15，575人、内地に在ろ朝鮮人は40，755

人、墓博人は1，703人、樺太人は31人、南洋人3人、外國人

35，569人である。

　外國人を洲別に見ると亜細亜洲人22，451人b廠羅巴洲人S，794

人、北亜米利加洲人3，984人．南亜米利加洲人68人、其他272人

である。

調簾蕊卵綱の綱を見ると人。、，。。。1：付白

耳義9．1濁遊は8・5佛蘭西8．3洪牙利g・1填地利7・3伊太利

7．5丁抹7．5和蘭7．5英蘭威爾斯7・7瑞西7．2西i班牙7．2等

であろ。歌洲諦國の大職前に於けろ婚姻率は概して我國より低か

つ†こが近時我が國より．；bしく高きものNあろのは大職後に於ける

一麩象と見ろべきである。

　道府縣中婚姻率の概して高いのは東北、北陸、四國地方に圃す

る諸縣で其の率の促いのは東京、京都、兵庫、棘奈川、大阪等の

府縣であろ。

　同年に於けろ婚姻の種類は普通の婚姻9割2分、入夫婚姻2分

5厘、婿養子婚姻5分で、之を既往に比較すろと其の歩調甚だ緩

慢ではあるが普通婚姻は漸増し婿養子婚姻は漸減し入夫婚姻は減

少の傾向である。

　婚姻者の年齢を見ろ1：男は25歳以上29歳最も多く4割を占め

20歳以上24歳の2割9分之に亜ぎ、残詮の3割1分は20歳迄及

30歳以上の者で、50歳、60歳の高齢者で婚姻すろ者も一一萬敷千あ

ろ、女は20歳以上24歳が最も多くて5割齢を占め15歳以上19

歳の2割2分之に亜ぎ、残詮の2割8分は15歳迄及25歳以上の

者で、50歳、60歳の高齢者で婚姻すろ者も薮千あろ。
　’

　St－一一

　　【離婚】　昭和四年内地に於て行はれ†こ離婚は51，222件で前年

，に比し32，103件を培し、人ロ1，000に封すろ割合は0・81で前年

　より0．02を3曾し†こ。又婚姻千に封する離婚割合は103で前年に

　比し5を増加し了こo

　　昭和二年に於けろ欧洲諸國の離婚率を見ると人口1・000に付英

、國0．1、濁逸0．6、佛蘭西0・5、丁抹0・6、和蘭・白耳義共に0・3

等で何れも我國より遙かに低率であろが米國は1・6の高率を示し

に撫㌻灘1二驚‡二：㌶二

　正九年以後は一組以下の低率を示すに至つ7こ。

　　道府縣中離婚率の概して高いのは東北、北陸、中國、四國に圃

、すろ諸地方及沖縄、其の率の低いのは北海道、關東・東山、近畿

i　1：　msする諸地方であつて婚姻率の多少と離婚率の多少とは殆んど

‘雨者相件ふて居ろ。

　　同年に於けろ綱昏の種類は妻が夫の家を去る場合8’L｜16分・夫

にi難灘鷲繋；il三籔㌻

㌶巖灘㌫㌶遼：鴎三あるから我

1　【出生】　昭和三年内地に於ける出生は2，077－T‘人で前年に比し

59千人を減少し、人ロ1，000に封すろ割合は33・0で前年に比し

1．4を減少し7：。

1　昭和二年海外諸國の出生率を見ると人口千に付英吉利17．1米國

20．6摘逸18．4佛蘭西18．1伊太利27・0白耳義18・4和關23・1

　瑞西17．4等で何れも我國より低率であろがポーヲンド31・6ポル

、トガル30．0の如く我國に略等しく高率のものもあろ。

　　道府縣中出産率概して高いのは、東北、關束、北陸に麗する諸

地方、其の率の低いのは近畿、中國である。

　　出生鬼の身分は公生9割3分、私生（庶子を含む）7分で之を既

　往に比較すると公生の割合は漸」曾し私生の割合は漸減の趨勢であ

るo

　出生兄の麗性は女100に付男104・0で前年に比し0・4を減少し

†：。

　昭和三年朝鮮に於けろ出三生i隠敷は721・594人（内本地人710，558

人）でii竈灘は191，839人（内本地人183，699人）・同樺太8・865人

（内本地人32人）で概して次第に増加の朕態に在る。

　【死産】　昭和四年内地に於けろ死産は116，971人で前年に比し

昭和二年鱗、鞘及關東州t・於ける婚姻緻は242，293除件13・22・繊少し・人・1・°00に鍋る割合1ま1・86で前年1：比し

で醐脚93，・65件（醜地人・91，8・6件）、魏42，679件（内本1・・7械少しt・。

地人4・，837件）、蹴州6，4491牛（内樋人5，33・件）であろ。｝昧1・於け硯観の扮は公生8割・紘（庶子を舗）2割

」

／

〆
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で之を出生兄の身分に比べると甚しく公生に少くて私生に多い。

　死産兄の艘性は女100に付男119・9で出生兄に比し男子の割合

遙に多く、叉死産兄の膿性を甑往に比較ずろと男子超過の程度は

漸近の趨勢に充るo

　【死亡】　昭和四年内地に於けろ死亡は1・261千人で前年に比し

25千人を増加し、人口に封する割合は1，000人に付20・0で前年

に比し0．1を増加し†こが、同牢は大正九年以降概して年と共に降

下の趨勢にある。

　昭和二年海外諸國の死亡率を見ると人ロ1，0001：付英國12・5・米

國12．2、濁逆12．0。佛蘭西16・5、伊太利15・8・白耳義13・5、和

蘭10．2醇で何れも我が駆り｛t遙1こ低く我國の如く20人以上の

高率を示すは一、二に過ぎない。

　道府縣申死亡率の概して高いのは東北、北陸、四國の諸地方、其

の率の低いのは東山、東海、九州に属する諸地方であろ。

　死亡は夏期に最も多く冬季之に亜ぎ秋季は少しく春季は最も少

きを例とすろ。

　死亡者の年齢は4歳以下に於て全死亡の3割7分を占め5歳以

上に於て6刮3分を占むる、大正七年以來同九年までは青年期及

説一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

齢の死亡者である、死亡率とは各年敵の死亡者を當該年齢生存者

を以て除し了こ生存者1人に封すろ比である、卒均鹸命とは各年齢

人ロの將來生ffし得べき豫定年数にして、死力とは各歳に於けろ

瞬間の死亡率を言ふのであ乙。

　本書に掲げiころ生命表は大正十年乃至　十四年の統計に基き作

成ぜられ†；るものにして同享cに依れば零歳に於けろ死亡率は男

O．162、女0．144にして殆どSO歳の死亡率に匹敵し零歳より年齢

進むに從ひ死亡率は低下し8歳乃至12歳に於て人生中最も安全な

る時代に江する、此年齢を過ぐれば死亡牢は次第1こ塘加し男は19

歳、女は21ec　1：於て青年期の最高乏｛ミに辻する1爾後死亡牢ミは漸次

低下し30歳附近に於ては梢安定ぜる朕態に辻するが此時代を過ぐ

れば死亡率は上昇を績け女に於ては40歳附近に於て一波澗を呈す

るもi爽第に塘加する。而して零歳に於ける平均鹸命は男42・06歳

女43．20歳で欧米諸國1：比し未だ大なる遜色を示して居る。

　【移民】　昭和四年に於ける移民渡航許可員敷は25・704人で前

年に比し5，854人を増加し†こ、此内7割0分は移民取扱人に依ろ

もので渡航地別はプラ⇔ル最も多く15，597人（6割1分）で比律賓

群島の4，535人（1割8分）ペルーの1，585人、ソゲイエト聯邦の884

肚年醐亡常鰍し幾分高かつf・が大罐か卿し
ﾋ人之1：亜いで多くth　（t　5°°人繍であろ・幽可人員の府縣別

んど奮に復した。

　死亡原因は下痢及腸炎が最も多く1割2分を占め之に亜ぐは肺

炎及氣管刻li；炎の9分6厘、踏出」血脂軟化の8分6厘、肺結核の

7分0厘、崎形及先天性弱質の6分6厘・老衰の6分3厘・腎臓

炎の5分2厘、脂膜炎の4分3厘等で、旬癌及心臓の器質的疾患

に依ろ死亡が右に亜で多い。

　昭和三年朝鮮に於ける死亡趣敷は433，375人（内本地人424・642

人）で同藁灘は96，310人（内本地人92，980人）、同樺太5・116人（内

本地人38人）となつて居る。前年に比し朝鮮、墓湾は死亡敷増加

し、樺太は減少し†こ。

　【人ロの自然増加】　出生死亡の差櫓に依ろ人ロの自然」曾加は年

に依り多少あるが、大賠逐次増加し明治の末年より大正1：入り年

々700千人以上の増加に上つ†こが大正五、六年少しく減少し愉七

年には大に減少して300千人以下となつt二（流行性感冒の影響）然

ろに大正八年には増加し約500千人となり街逓櫓し績けて昭和元

年には賞に940千人に達しれが・昭和四年には下つて816千人人

ロ1，000人に付13・0となつて居ろ。

　【生命表】　生命表は行政上・企業上及學術上の用途甚だ廣い本

書に掲げ主同表には生存者・死亡者・死亡率、卒均鍮命及死力の五

種の函敷を掲げ了こ、生存者とは同一期に生れt：る男女各100・000

人に假定し各年齢に於ける死亡率に依リ年々死亡すろ者を控除し

†こ残蜘こして、死亡者とは假定100，000人中一年間に於ける各年

は沖縄最も多く熊本、幅岡、廣島、i福島が之に亜ぎ他は1・000人

未満であろ、其職業別は農業最も多く7割2分を占めて居る・而

して同年に於ける蹄國移民敷は14・073人である。

潭謙藤灘巖；腸麟：㌶㌻㌶

人を増加し7こ。

　在外本邦人を洲別1：見ると最も多いのは亜細亜の305・950人で

之に亜ぐは北亜米利加の172，603人、太洋洲の153，872人、南亜

米利加の126，717人、遙に降つて欧羅巴の3，314人、阿弗利加は僅

に116人であろ、之を前年に比べると太洋洲は6・721人・亜細亜

は6，256人、北亜米利加は3，034人、南亜米利加は28，680人・厭羅

巴は322人、阿弗利加は30人を増加し7：。各州に於ける在留の

男は女より多い。

　【在留外國人】　昭和四年末に於て内地に在留すろ外國人の歎は

38，829人で前年に比し3，912人を増加し†；、外國人の多敷在留す

る地方は兵庫の9，432人、東京の8，804人、祠1奈Jilの5，507人、

大阪の3，926人、長崎の1，444人、京都の1，195人、愛知の1・160

で其他は何れも1，000人未溝で100人整のものが多い。

　外國人の國籍は支那の29，500人が最も多く遙に降つて英吉利

の2，201人、北米合衆國の2，098人、露西亜の1・527人・掲逸の

1，095人、佛蘭西の485人が主なろもので他は概れ10人乃至戴IO

人であろ。
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1皿　農林及

㎏＿．∴i鷲蕊灘誉當慧曇
中自作は3U　1分、小作は2割7分、自作粂小作は4翻2分で之

を既往に比較すろと自作農及自作コ丈小作農は漸増し、小作農は漸

減の趨勢であろ。農家耕地の瓜狭を見ろと最も多いのは1戸5反

未満を耕すもの農家総戸数の3割5分を占め、5反以上1町は

3割4分、1町以上2町は2割2分、2町以上5町は8分、5町以上

は1分で、小規模の経螢に係ろ農業が大部分を占めて居る。然し

之を雛砒較すろと耕地5反繍の檀船は漸減し・5反∋

　　水産（表70－100頁参照）

1は36千妊を潜加し†こ。最近の趨勢では萎類の牧穫高には大饗に卿

減牧の傾向が見CPる他一定し†こ傾向を認め難い。

　米饗以外の農産物は最近概して減牧の朕態に廿るo

　昭和四年米の1アール苗リ収穫高は0・34妬で、前年に同じく

之を地方別に見ると］アール欝り0．35妬以上を牧穫し7：のは宮

城、秋田、山形、宮山、石川、稲井、山梨、長野）岐阜、愛知⑨

三重、近畿全部、鳥取、鳥根、岡山、香川、愛媛、祠岡、佐賀、

熊本である⇔

　大変の1アール當リ牧穫は0．33昂、裸萎は0．26靖．小饗は

上1町を耕すものs割合及1町以上2町を耕すもの入割合は漸曾iO．23靖、燕饗は0．31栢で、前年に比し何れも増減を示して居らな

の傾向を示して居ろが2町以上を耕すものL割合は此の趨勢に背1い。

馳し1こi形勢にある。

　【作付面積】　（米、萎は昭和四年、他は三年）農作物中主要なも

のs作付面積を卑げると米t13，184千ヘグタール、菱は1，496千

ヘクタールで＊‘（t前年より増加し萎は減少して居る，而して桑は

604千ヘクタール、大豆370千ヘクタール、廿藷268千ヘクター

ル、小豆116千ヘクタール、蕎奔の100千《クタール、生大根の

100千くクタールで、他は10萬ヘグタール未満である。之を既往に

比較すろと米、桑の作付面積は逐次増加の趨勢を示すが、夢、粟

稗、黍、蕎変、茶種の作付面積は漸減し、大豆、小豆は毎年多少

の消長を暴して増減の傾向明でない。

　【牧穫高】　昭和四年に於けろ米の牧穫高は10，764千妊で前年

に比し11千汗の減少であるカ㌔過去五年の平均作に比すれば135

千妊の増牧である。同年の稻作は苗代期に於ける氣候低温なりし

了こめ苗の生育幾分阻害ぜられ7ころものあつ了こが移植時期後は晴天

持績し氣温高く日照亦多かつ℃ので稻の生育順調に進んだが地方

に依つては早害う（は轟害を蒙つ7こものがあつ7二のみならす九月に

入つて氣温一般1：低下し關東及東海地方等には降雨多く出穗を妨

げられ†こものがあつ†二、其後の天候も概して低温不順にして降雨

多く稻の成熟妨げられ†：が後には天候概して適順で病害姦の被害

も輕微であっ†こ。米の牧穫は毎年砂からす麩動し、最近十年間に

於て米の牧穫記録は大正九年のU，402千妊、其の最も少牧であ

つたのは大正十年の9，954千妊で爾者の間に約1，448千軒の差が

ある。米の種類は梗米9割、嬬米8分、陸米2分で、近時此の割

合1：甚し｛き憂動を見ない。

　昭和三年朝鮮に於ける米牧穫高は2，437千妊、同墓湾1，226千

野にして樺太1：は産ぜす南洋1：1好關束州に於ては2好の牧穫を

示して居る。

　大饗の牧穫高は1，284千好、裸夢1，321千好、小変は1，141千

野で、前年に比し大塞は88千好、小饗は12千妊ヲ減少し、裸変

　【農産物債額】　食用の農産物及菜種、麻、藍、楮、藺）廿藤、

葉煙草等の工業原料用農…産物の昭和三年見積債額は2，583，791千

圓で前年i：比し118，824千圓を減少しナこ、農産債額を地方別（：見

うと北海道、新潟の各ユ億圓以上、茨城、千葉、愛知、兵ms　）幅

岡、鹿兄島の各8千萬圓以上、宮城、秋田、山形、爾島、栃木、

埼玉、長野、静岡、岡山、廣島、山ロ、熊本、大分の各5千萬圓

以上等が多いものに属し東京、’山梨、和歌山、烏取、高知の2千

萬圓姦、沖緬の1千萬圓室が少いものに厨すろo

　農産物債額中、米の債額は1，633百萬圓、饗の債額は271百萬

圓で、農産穂額中米は6割3分を占め、変は1割に當ろ、米産額

の多いのは新潟の84，918千圓、兵庫の70，049千圓、応岡の60，486

千圓、秋田、山形、茨城、千葉、愛知の5千萬圓墓等である。人

ロ1に付農産物の債額は41圓60銭に當り、之を地方別に見ろと

滋賀の70圓墓、秋田、茨城、千葉、富山、岡山、香川φ各60圓

蚕が多く、北海道、青森、岩手、宮城、山形、栃木、新潟、幅井、

奈良s熊本、大分、宮崎D鹿兄島は各50圓墓で左に亜ぎ其の最

も少いのは東京の6圓で大阪の14圓亦少く瀞奈川、京都は20圓

墓、群馬、山梨、長野、静岡、愛知、兵庫、和歌山、廣島、高知、

幅岡、長崎、沖縄は各30圓墓で少き地方である。

　【養慧】　昭和四年に於ける養鼓戸敷は2，217千戸で、前年に比

し52千戸を増加し†二。左の内春翼を飼育し†：もの2，000千戸、夏

秋富を飼育し†二るもの2，076千戸でb前者に比し後者増加が急速

である。

　霞種掃立枚敷は春置8，097千枚、夏秋窟11，072千枚、合計19，

169千枚で前年に比し279千枚を増加した。其の産繭高は春翼

189，730千駈、夏秋霞193，121千駈、合計382，851千庇である、之

を前年に比べると30，917千駈を増加し†こ。

　昭和四年に於ける産繭債額は655，001千圓で前年に比し103，322

千圓を増加し†こ、産繭債額を過去十年間比較すると著しい憂動が

β

w
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あつて大正二年のく酬ま・8騨千圓であつ7・が三年四年1　・3・・…を減少し†・が＋一年は4脚臓塘加し＋二年脳｛ま

と遁下して、5。，。。。千圓となつf・、五年1・は頓1謝ロして273⇒勒が著しく＋三年の如きは7卿培加しtこが＋四年珊減少

：惣㌔蕊㌶鷲‡㌶㌶悟麗驚㌘1㌫で一べ・と3・85・
肌て大正＋＝年1，は66・，…千圓i・上叶三年t・は減少を期・｝錫を剛し雑馴を績けて居ろ・

授＋醐，は8。。，・・。千圓撚し昭砺年1・は再C・’　6・・・…1昭Jl・Tl三年六月末1・於け嬬は53烏818肝前年1：比べろと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏榊國、四國及酬に多く・中部以コヒに於ては北髄・青森・
墓に上つ†こo

雛緻に依て鐡蝶の地扮布を見・と、鍋の2・429千已手・茨城・樵東京・示剛哺潟に多い・

椥翫多く、鋼紘数の・割・分易薯を占めて居ろ、之1・亜ぐは馴ヒ海道凍北の諸肱鐡・嚇輪千葉・編

粥の、瑠微噺の瑚微、埼玉肌233轍識⇒既硫臥鮪蜘鹿兄島に多くて本榊部以西及嘲こ

の895千枚、山梨の833甜、囎の7・9千枚・鍬の669千枚iは一般1沙・’・

三重の6、3微、愛媛の555千枚講岡の547微靴其の⇒峠は欄力x6割6分を占め・麟島之間ぎ随野・調・

：：蕊㌶；誉蕊㌶㌶纏二三＿……一一一
圓、三一9．25，、2・鋼、餓2・佃鋼宮城、U・形・繊副全卿の2割3分官有のものがある・

臥千葉、綱，噺潟は都、兵庫、脇脇岡嶋⇒豚は沖細・最も多くて卿1割6分を占め・鹿賠・翻及

蜘嗣熊本、始、縮観島の各・・，…千賑酬蹴地が之1・：・1IEI　｛，　．で多・’・

多い。

　養窟戸数一に付掃立枚敷の多少に依て養竃事業の規模を見る

と、粥の・6．4枚最も多ば野の15・3枚・鯨及山梨1敏弱・

愛知の・2諏、千葉の・2徽・埼玉の・2ユ枚・祠奈JIIの11枚・

岐阜、鶴の・・枚、茨城、愛媛の9・8枚で他は何れも9枚以下

である。

　　　　　　　　　昭和三年末に於ける牛は1・484千頭で・前年

　家畜及家禽

XAmuewノ＞v
牝牛は逐次増

が昭和元年には2，000頭の増加を示し†こ。

付牝261の割合になつて居る。

　昭禾

　　　　　　　　に比し10千頭を増加し†；，牝牡の別を見ろと

　　　　　加の傾向なるに反し牡牛は逐次減少の状態にあっ†；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和三年には牡100に

　　ロ三年末に於けろ馬は1，494千頭で前年に比し554頭を減少

し7；、馬の現在敷は敷年前迄毎年1・500千頭内外を往來し増減の

鶏は愛知の4，581錫最移く之に亜ぐは千葉の2・418栩・

鹿5鵡の2，357千肱茨城の1・916千弥北瀦の1・778千拓

橘岡の1，608千羽、兵庫の1，589千勿、静岡の1，370千羽等であ

るo

腺畜億染病】昭和三年中家畜傳染病で最も登病鰍の多いの

は豚虎列刺の1，982、之t・亜ぐfrl：豚購の1・117・獄病441・

牛炭疸の186等である。

【屠割昭和三年末｛・於ける全醜麹は611甑ある・餌

屠殺1誠牛306，834頭、檀28・212頭・馬75・569頭・豚715・802

頭で何れ揃輪噌加してゐる・　tlirEIC往に比較すうと牛馬は毎

年多少の轍があり豚は瀦著しい歩調で増加して來t・が・＋－

1戦＋二年噸少し＋三年＋四年は著しくig加しi・・轍＋一年

、醜しく増加U・のに反し近年はIBtw少の鮪である・

措加Lt；。　　　　　　　　1【牛乳】昭和三年中の搾乳高は1・481＋vaで前年に比し42繍

　昭和三年末に、
　　　　　　・於ける縦は・9，495頭で前年1・比し68・頭を増加已加しt・・　A・1謝る搾乳高は一人鮒鍵蟷リ・前年

硫鮮頭敷は磁勒前に於て・ま増減常なかつ舗近離｛1・比し鍵をig加しt・・

至緬羊繁殖に關す猫設の結果其増力噸1：9明となり・前項山

羊と共に各種の家畜中増加の歩調最も急速である。

昭和三年末に於ける豚は763，638頭で前年t：比し86・575頭を

増加しち既往に比較すると逐鞠加の繍であつて・＋年は約

　【乳肉理品】　昭和三年中の乳製品の纏慣額は13，061千圓で前

，IF　1　：比し245千圓噌加である．製品の主なるものは・醐7・188

・千圓、”－2，618千圓、人造パター302鋼である・纏囎を

地方別1：見るい最も多いのは北f鑓の5・946綱・之1理ぐは



　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一ag

千葉の2・OOI千圓・艀岡の1，7S6千圓、祠奈川の1，275千圓等で1

ある。

　肉製品のi終債額は1・605千圓で前年に比しユ53千圓を減少しア：、

製品の主なものは・・ム1・125千臥べ一・ン236干酷である。

憩債額を地方別に見ろと最も多いのは帥奈川の1，167千圓で奇産

額の7削3分を占め之に亜ぐもの1こ麟の111千圓、東京のsr」千

圓が在る。

【果賓】昭和三年に於け乙鍍職の醐｛鮪740千龍桃

51・767欄・梨149・751＝Fne，　th柿222，901千砿刊610，570千

私鞭92・°60千妊流萄47・476縄、柵緬35・，698鞠で

前年に比し桁、干柿は滅少し他は何れも増加し7こ。

果實の産額を地方別に見ると梅は・・tlf玉魂見臨和歌山、繊、

千葉・静岡・頑島に多く、桃は岡山。祠奈川特に多く、大阪、廣

島、新潟、縞島、奈良に多い。梨は静岡、愛媛、新潟、頑島、茨

城鋼山・千葉・埼玉i：・柿は、fii島、長野、　SU潟、鶴、京

都・硫岡に多い・華果は青森特に多く全産額の7割近くを占め北

來私有増加し他は概して減少するの趨勢であつ7ニカ㌔昭和二年に

は之に反する傾向が示されて居る。

　立木地面積を地方別に見ると北海道の5，379千ヘグタールが最

も廣く遙1二降つて幅島の952千ヘクPt…　7レ、岩手の853千ヘクタ

ール・長野の725千ヘクター〃、秋田の696千ヘクタール、岐阜の

664千ヘクターレ、山形の554　1ヘクs一ル、青森の543千ヘク

ター…ル等相亜ぎ其の狭き地方は大阪の31干くクタ’ル、東京の

當；二篇當巖二忽㌻〃ター

　説一
　　【森林植栽】　昭和三年中に於けろ森林新柚面積は112，616ヘク

1タールで・前年に比し5・423ヘクPt　一一ルを増加しアこ、植栽面彼を

‘地方別に見ろと北毒道の8，934ヘクタールが最も廣く之に亜ぐは

‘長野の6・690ヘクタ・・一　2レ瀞岡の5，394一クター・レ、秋［日、熊本、

刷縞の各4・000一クター・ぽ、岩手、耐島、瓢、大分の3，000

ヘクタール輻であろ。

　森林のt・1｝植は62，8S5干木》ぐ1洞・に比し3，・584千本を減少し

アこ。

　【天然造林】　昭和三｛1：中に於けろ天然造林は23S，178ヘクタ＿

，vr’前｛｛・に比し36・710ヘグタールを減少しfこが之を八、九年前に

比較すろとY・の2分の1に及ぶに過ぎす、前記新植面積の不振と

共に天然造林事業も近時甚だ不振であろ。天然造林の主なる地方

は北滅の49・656ヘクター・・綱の16，232ヘクタール、輻島、

岩手の9・000ヘクター・一・ル墓等であろ◇

【林産物】昭和三年中1こ於けろ」ll材の産SCは11S，901千駅前

年1こ比し2・558千圓幽加しfl・　sse一材は71，965干圓、竹材は

㍊が左唖で多い・繍は大阪・山梨齢多く剛・鵠・長5，72・珊で前年砒し耐も減少を示して居、。

野1こも多い・　’FH’de「「‘は鰍山…く・静岡・愛媛・鵬等亦多！林産物債額を地方別閣ると用材は端道の、5，4。8環長野

い地方である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1の6・505千圓が最大で之に亜ぐは秋田、三重、奈良の5，000千圓

i一毎⊇繊査1・依・昭和二年末1・於け・全己鵬・輪宮崎の4，…千嶋が主な・ものであ、。薪

（・・～～～～一一一一卿の立木地醐よ19・514千一クター・・で纏』はaヒ蹴瀞の4，…鋼類も多く之1、亜ぐは、鵬、

UtM°P　3割5分を占めて居・・之を大正＋三f・’F＊・面≡べる；新潟の3，…千圓輔木識阜、静岡、蹴山n，　Ftb矢。蹴

と122千ヘクター’囎加しt・・　　　　　1島の各2，…酬鄭主なろものであ、。鯖は山。の426珊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮒＝3・195千ヘクタール認面積の6分で前言巳立桃面1順も多く之1・亜ぐは京都の4・4千圓漉鵬の364預、始

積と共噸土の過牛は楠である・之を各國の概面積砒轍、の362欄工岡の326千購で他は2・・千醒及び同繍であ

ると鯛は5割9分（1920年）で鋼と伯仲の間1こ在るが繊は21ろ。

ee9・6分（・9・3年）、㈱西はユ割9分（・9・9年）、餌縦・割8分i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【狩翻昭和四年中1こ於ける狩鍛硫下附敷は115，807で前年
（191°年）・　Pa」6cge1は1割6分（1919年）・北＝國は・割（・9・・｝砒し・，8・2を増力・しt・、　it｝Lk、1・は銃器を職岬種と銃器を

年）・獅8分（1922年）・英吉利は4分（・9・7年）で我が國⇒用ひる乙種との別があ順の船嚇1ま・脇鯖は8害り7分

遙かに少い・　　　　　　　　1で從前1・・ttし甲種の割合少しくig加をみた。

立桃を蹴別間ろと楠4害唖有3割8分・鮪・⇒【保安林】昭＊n三鞠・於け、鋼の保安林は38、，、、、箇所、

6分・綱6分・蹴6駅無立木地｝ま私有4割9分・公酬｝期鹸・，887千一・タールで、前・1・i・1tし少しく減少し，、．保

6分・國有9分・綱5分・㈱4駅立木地・無立椰⇒安林は醐・最も多くして4割9分を占め、鮪は3割3分、、A

F有は瑠8分で綱及峠有1・は甚だ少い。

　　保安林の目的は水源涌養と土砂打止とが最も多く此の爾者e保

　安林全面積の9割以上を占め其の他は防風、魚附、風致、水害防

　備等が主なるものである。

　　保安林を地方別に見うと北海道の533千ヘクタールが最も廣く

｝鵬の・56千一・ター・・峡阜の・55千一，ター，。、山吻、38

・千ヘクタール之に亜ぎ荷50・000ヘクタール以上ある地方は秋田、

硫島、富lk、山梨・長野じ岡山等ごあるo

「WN’v　v’VVh
～
　水　産　業E

べると箕敷に於て18，482人を培加し7二。右の内漁業を本業とする

者は副業とする者より僅に多くなつて居る。

　漁業者を地方別に見ろと北泊道の183千人が最も多く、長崎の

107千人、千葉の63千人、古森、山口、鹿兄島の5萬人墓、静岡、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一略

M　昭Jl：11三年末に於けろ全國の漁業者は1・498千

｝人で組人口千に付24．1に當り之を前年1：比

　St＿一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

、圓、同關東州4，297千圓、同樺太822千圓・南洋166千圓であ

、るo

「　【水産製造物】　昭和三年申に於けろ水洗製造物の穂憤額は18

3，943千圓で前年1：Stし859千圓を増加し†こ。

　　雄殿物中重要なるものは鰹節の20，S38千圓・乾海苔の15・2

63千圓、搾粕肥料の14，991千圓、煮乾眞鯉の12・574千圓・素乾

三重、愛媛、熊本、大分の各4萬嬉之1・亜｝・．　Cp」・鰍室1・はぬの8，8S5千臥馳躍の5・…千購でPm他は何t’も5，°°°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T岩手、宮城、東京、祠奈川、石川、愛知、兵庫・島根・廣島・高1千圓以下であろ・

知、，鰍墓1・は銚、棚、富，・、、幽、獺・1・、香川、頑町雄継繊徽を地捌1・見・と北漣の49・276千圓最も

a9がある。而して北｝臆は継を本業け猪【捌業けろ都i多く之1・亜ぐは綱の・3・・56珊・鯨の11，666千購であ

蜘、多いが他は輪瀦同紗・又は副業けろ者が多、・。　る．同年朝鯉於ける水産製造獺額は44，SS6調・畷灘2・7°7

【漁船藪】昭和三鞠、鮒、全1坦の漁蝸は36・，・26隻で前掴、樺太・9・736千臥關酬1，242千圓・献111欄であ

年砒し5，572隻をig、J、nし品・既緻馴を比断ろに漱減∋・。

の趨勢が窺れる、漁舶を種別i：見ると動力を有tfざうもの9割3i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
分を占め、動力を有するものは僅に7分である、然し前者は逐次

　【遠洋漁業】　昭和三年に於ける遠洋漁業に依ろ漁獲物債額は内

地沖合80，872千圓で前年に比し2，372千圓を増加しf：・露領浩

e減少する1・反し後者は漱増加しつ・あろ．鋤の簸は鏑副洲・駿カロ・齢唖州1・於け磯虎コ毘醐醐蹴鯛族の

　　を齢、もの大紛を占め鯨纈を備ふるものは一少部分に凶醐鰍1・依・㈱繍は轍鍛醜誕又・ま麟繍の制

ρ
1

ぎたい。　　　　　　　　　1囎1・依膜の湖著明で・・く・又・・一ル漁業噸洲大囎時
地方別、，…多少を見、と北縫の6鋼鑑多㈱i⌒殆んど疲≡としt・るが其の後卿られ近年は年・漁

の23，950隻之に亜ぎ他に20，000隻以上を有する地方はない、

10，000以上20，000隻を有するは千葉）三重・兵庫・廣島・山ロ・

愛媛で其他の地方は何れも10，000隻以下で・奈良1：は1隻もな

く、山梨6隻で、埼玉、栃木、群馬、長野・岐阜の海に面しない

地方は各敵百隻である。

　【漁獲物】　昭和三年中に於ける内地浩岸漁獲物の見積穂債額は

麗㌘㌘二漂當り’縫物穂繊前

　漁獲物を大別すろと魚類123，421千圓（59％）’貝類4・862千

圓（2）、藻類8，259・F圓（4）、其の他72・722千圓（35）で前年1こ比

し藻類が減じ其他が増し†ころ他其の割合に大差ない、魚類申最も

㌶三灘㌶隠千麗㌧㌶：：
8，000千圓未瀧は鮪、鮮及蝶、鰺である、魚類以外のものでは烏賊

及柔魚の11，532千圓、服の8・247千圓が主なろもので其の他は

何㌫麗當篤と魚工類は減少し、晒加を

み†こ。

　漁獲物総便額を地方別に見ると北海道の42・160千圓首位を占

め長崎の’ X，92・千臥加の9，・5・欄、綱の8，153千圓、X

知、三重、高知の7，000千圓蚕之に亜ぎ旬5・000千圓以上の地方

に青森、千葉、兵庫、和歌山、愛媛がある。

　同年朝鮮に於ける漁獲物総額は66，114千圓・同窪海12・670千

惨高稽圓噸を鮒て居ろ・

【水産養殖】昭和三！・F末　1　：於ける水産難場は141・114箇所其

の面積は572，894千卒方米で之を前年に比べると25・320千卒方米

を増加した、敗獲物の債額は23，566千圓で前年に比し645千圓

　をj曾加し†：、水産養殖は柴菜の11，070千圓・鯉の4・406千圓・鰻

の3，232千圓、牡蠣及蜘の各1，000千圓甕等が主なるものであ

る；劉昭和三＿於ける製鰻業者脚、5人、從業者

44，661人で、製懸面積は5，708ヘクタールてある・之を前年に比

iべろ操造者133人、製蜘積20一クター・レを減少し†こ外は著し

い増減を見ない、旬最近十年間1：於て製造者及從業者敷は逐次減

少：醸二巖嘘巖蕊㌫9宣＿，

18，750千駈の増加を示し丁こ。

1製鮪を人。に封上けると大正三年1・於ては一人鮒・1蝿

ぽ㌶¶隼誓灘隠遼籔㌶：忽霊

　を産出し昭和三年鹿に於ては10・3冠を産してゐろ、製盛高を府縣

　別に見ると最も多いのは香川の174，777千庇、之に亜ぐ兵庫の

　97，689千妊、山口の91，132千冠等である。朝鮮に於ける製盛高

1　（t・52・249飛・魏の134・521＝Fne・關酬248・69°梧であ

　るo
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i三藤1襟誉蕊1：鷲隠
なるものは信用利用販貢購買組合の3，534、イ、二用販賓購買組合の

3，217、信用組合の2，601，信用購賀組合の2，241で他は数百又は

敷十程度のものが多い。

　昭和二年六月末に於ける産業組合を其の目的別に見て組合数を

學げると信用阻合は11，722組合員敷3，4S9千人、販費組合は7，524組

合員敷2，405千人、購買粗合は9，739組合員数2，833千人利用組合は

4・d「　92、組合員敷1，585千人で一組合卒均組合員敷信用は298人、

販貢は320人、購買291人）利用は345人で何れも前年よリ檜加し

†こo

　昭和三年1：於ける産業組合の組織は有限責任S割9分、無限責

任1割、保澄責任2分で、之を既往に比較すると割合上有限は漸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV・鑛　業

声　　業、
　　　　　　　’t
　7囁域4，767千不方米を減少し7：、休業鑛匿は前年に比し73廣を減

　じ†こが10，163千卒方米を増加しア；。鍍極及其の而積は大正九年以

　來前年迄引綴き減少し、同十二年以來此の形勢は梢挽回の傾向に

　あつ主が、本年度は前年度に比して上蓮の如く稽減少をみアニ。

　　稼業砂鑛1亙は河床17箇所、其の延長65粁、河床以外の鍍逼87、

　其の面積20，747千孕方米で前年に比し鑛匿河床延長共非常に減

　少しtこ。休業鍍随は河床698箇所、其の延長3　，062va河川以外の鍍

　匿1，541其の面積558，978千ZFh’米で前年に比し何れも檜加して

　居ろ。

　　稼業鍍匿を錘種別に見ると石炭の　1，359，888千平方米最も廣く

　遙1こ降て石油の145，035千干方米金銀の76，673千平方米、金銀銅

　鉛亜鉛硫化鐵の74，953千平方米、金銀銅67，915干4£方米か右に

　亜ぎ街30，000千21s　7J米以上のものは金銀銅鉛亜鉛、銀銅、銅、亜

　炭である。砂鍍に在ては砂金砂白金及砂鐵が主なるものである。

　　植民地に於ける稼業鍍匿数は昭和三年末朝鮮の365を最大とし

　墓灘の191之に亜ぎ遙に降りて樺太の66、關東州の25がある。

　而して其面積及河床延長は朝鮮1，014，996千卒方米、墓湾262，786

　千李方米樺太155，303千平方米、關東州131，605千平方米であ

　る。休業餓匿及面積は朝鮮1，786（4，075，514千卒方米）墓湾562

’（386，066千zF方米）關束州32（13，936千李方米）である。鑛種は朝

　鮮に於ては金銀鍍最も多く蜜湾及樺太に於ては石炭、關東州に於

　ては苦荻石が最も多い状態にあるo

　　【鏑産額】　昭和三年中に於ける各種鍍産物の鱈額は378，305千

　圓で前年に比し9，737千圓を増加し†二。鑛産物申其の便額の最も

　多いのは石炭の254，516千圓で全鍍産額の6割7分を占め、之に

St－一一

増し、無限は漸減し、保謹は甚しい憂動を見ない。

　【同業組合】　昭和三年末に於けろ重要物産同業組合数は1，563

で前年に比し12を減少しアこ。

　【同業組合聯合會】　昭和元年・IS　1：於けろ同業組合聯合古は78で

前年に比し7を増加したo

　【漁業組合】　昭和二年末に於ける漁業組合は3，781、其の組合

員470，962人で前年に比し組合2q人員8，309人を減少し7こ。

　【水産組合】　昭和二年，衣に於けろ水産組合数は46組合員54，189

人、前年に比し組合数15、組合員22，253人を増しアこ。水産組合聯

合倉は1、加入組合数3で前年に比し憂リないo

　【森林組合】　昭和三年木に於ける森林組合数は884、其の組合

員敷115，726人で前年に比し組合歎155、組合員敷22，074人を増

加し7こo

及工業（表101－120頁参照）

昭㌍鞠こ於ける全國の灘鍍畷四7 ｸぐは銅の55・272千圓・金の14・685欄・石油（原～IDの12・946

6其の面積は2・210・304千卒方米で前年に比し1千圓、鐵の9，920千圓、硫化鐵鍍の7，888千圓、亜鉛の6，340千
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘1

　圓、銀の6，516千圓、硫黄の4，096千圓等で是等を前年に比較す

　ろと、石炭を除く他は増加を示して居る。

、鍍産額を地方別に見ろと金は大分の5，257千圓翫多く麹の

12，586千臥臨己島のユ，545千圓、北｝髄の1，464千圓、瓢の

1，105千圓、香川の1，021千圓が多く他は1百萬圓未満である。

1、銀は大分の1，296千圓最も多く秋田、茨城、香川の各800千圓墓、

愛媛の700千圓多く、銅は秋田の12，686千圓最も多く、愛媛、栃

木の各1千萬圓墓、大分のC百萬圓墓等多くb亜鉛は扁岡に5，256

千圓を産して全額の8劃3分を占め、鐵は岩手の6，895千圓、富

山の1，978千圓で、全産額の8割9分を占め、硫化鐵鍍は岡山の

　2，768千圓、愛媛の1，843千圓特に多く、石炭は頑岡の141，823

千圓特1：多くして全額の5割以上を占め遙に降て北海’Mの49，822

千圓、長崎の20，031千圓D硫島の14，853千圓、佐賀の11，536千

圓相亜で多く、石油は新潟に8，185千圓、秋田に4，092千圓を産

して全額の9割5分をIE；め、硫黄は北海道に1，509千圓、岩手

1，393千圓を産する。

　植民地に於けろ鍍産物は昭和三年中に於て紘債額關東州の76s

380千圓を最高とし朝鮮の26，435千圓之1：亜ぎ以下墓溝の16，513

千圓、樺太の539千圓の順で南洋には1，386千圓を産しアニ。而し

て右の内朝鮮に於ては石炭の5，769千圓最も大で關東州に於ては

石炭の70，335千圓が大部分で墓湾亦石炭の13，548千圓が最も多

く南洋1こ於ては燐鑛の1，386千圓が全部である。　　　°

　【土石類】　昭和三年中に採取し†こ石材額は13，593立方米、同

土石は30，413千駈である。

　地方別に見ると石材は栃木1，268立方米、茨城、香川の900立

（
‘
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方粘口の7・7立昧嬬、輻幽随の各5・・動纏・・工業菜品は大阪27百剛・鯨24百1卿紺多く瀦で

が多く土石獅水は鯨、愛知、兵庫の2卿縄麹最大とし・i猷額の5が分を占めて居・・人迭繍は最近其産額囎力曙

騨の・，876孤千葉の・，7・2千駈一な・ものであ・・1しいものが古・が劫産地は滋賀の13・9・　14千臥11』°の1°・131

ひ・一一～～一一1昭和三年末1・ゐさけ・各酬蹴醐最も多i千圓・鵡の5・947“INti主要なものとなつて居ろ・

し三＿≡二さは＝の晒4千戸i・して，　￥“kg，tot：’i！ci）　1繊地｛・於け・工業綱をみる1囎1こカさては蛭の38，388

、76千戸は遙1，降りて”、　1、亜e・、ftll、tま何れも…千味駅あろ・千圓・繊・の13・°61千圓識物の9・°91千恥が註ろもので・

：㌶㌘馴㌶蕊竃霊㌫三麟慧二ご㌶1㌻㌶還惣
総轍糎…265等は其の少なき纐・園す・。　1・・が・鰍の紙4卿千圓ぷ束州の働油24鋼綱が欺
各種蝶製幽，つき鍛業紅数をみ・1・繊1・於て最も多1な・もの礪すろ・

：欝㌶㌶二蕊巖慧；㌶1部三㌫㌫罵㌶㌶：：㌶日㌶
猷未駅あ、．而して期特1・少なき1ま酬醐の248人であ｛期登鐡12・281・意醗蜘ま醐8・221⇒の登禦・36鏑

、。徽一工業中男工女工の船1・つ⊇・L・男工激1＝は出願19瓜其の登en　8・435で前年1・比し惹匠』

㌶灘；騰騰：‡騰劉ピ竺竺慧難○巖▲一
て之1、凱て女工の蜘・大なる嚥物業1・して就嚇醐臓に一…一ノ年砒し156を増肌†こ・右の中電繊級電
kblla，　＃　（i）如きは繊中女工の占む・割合は前9－　g・zij　s分t・及んで｝氣脳事菜は764で更i・細別す⊇鰍給559・電灘・28・

居る、織繰酬・於て女劃舗きもの1・は歎小・蛙・莫，繍錨電郷t給鱗77である・之を前年砒べろと電鰍給13

産及花莚、帽子、藤製品・精製樟臓各製造業等がある。

　【工産物】　昭和三年t：於ける工産額の大宗は織物の1・564・462

千圓で、之に亜ぐは盤綜の858，254千圓・紡績の650・069千圓・

煙草の278，254千圓、肥料の197，834千圓・紙の1S2・309　F圓・

を減じ電氣鐵道11を増加し、電氣鐵道及供給粂螢5を増加し7；。

【顎電力】　昭和三年末1：於ける登電力は382萬「キロワツト」で

1前年1・比し3礪「キ・ワハ」を増カロし10年以前1・比べうと約4倍

し其の登達甚だ念速である。登電は水力に依ろもの6割、火力に

小翻の・32，229鋼、染物の…，・6・千臥蝶順品の86・1依ろもの4害唖で前年1：Jtし劫の割紗しく減少しtこ・

635千臥醤油及溜の84，086千圓、β磁器の76・726千臥莫大

＝7㌻㌶蕊㌶隠㌻：き巖
造絹綜、漆器、製茶、1千萬圓憂のものに煉瓦v燐寸、墨表、罐

詰、帽子、澱粉、味噌等があろ。

酒類及砂糖も亦多額を産して勿論上記の列中に入るべきものであ

ら▲：三：蕊：嶽㌶；と．　me　tu　cま　’M　）ia　304，473千圓

　【電氣需要】　昭和三年末に於ける電燈需用戸敷は1・085萬戸其

欝5糠當ロぽ罐霊撒㌶㌧ご
其の燭光61燭光に雷り前年に比し3燭光を増加し7こ。

　　人ロに封すろ電燈箇敷は10人に付5・5燈で1人に付106燭光

　に當り前年に比べると10人に付0・2燈、1人に付7燭光を」曾加

1し W：1，封す㊨燭光は一撚付、，7、9燭光で前年1，比し

大阪2・・，・4・梱、京都・・2・462千臥醐・・2・373千圓が特1・113°燭光蝿加しt二・

多く、他は100百萬圓未｛葡こして5千萬圓以上の産額を有すろも

のには群馬、東京、石川、静臥兵庫があろ。霞綜類は長野211，

684千圓特に多く愛知72，842千圓、群馬61，634千圓、山梨40・115千

圓、埼玉　39，812千圓岐阜30，101千圓、山形・祠島、三重、愛媛の各2千

i萬圓案が亜いで多い。紡績は大阪155，533千圓・愛知の65・901千

昼兵庫の62，488千圓、三重32・133千圓・東京31・637千圓瀞

岡31，607千圓等が其の多きものである。紙は東京、北海道、静

岡に多く産し何れも産額2千萬圓を超えて居ろb肥料は東京）大

阪、兵庫、頑岡、新潟、熊本に多く何れも産額1千萬園以上であ

　昭和三年末1：於けろ電動機装置敷は41萬、其の電氣力226萬

「キロ∀ツト」で前年に比べると装置数8萬、電氣力47萬「キロワ

ット」を増加し7こo

　電燈需用戸数の最も多いのは東京の1，018千戸で之に亜ぐは大

阪の708千戸、兵庫の536千戸、愛知の496千戸・縮岡の408千

戸、廣島の350千戸等にして街30萬戸以上は祠奈川・新潟・長

野b静岡、京都、20萬戸以上は北海道、茨城・埼玉b千葉・岐阜・

三重、岡山、愛媛、熊本、鹿兜島であろ・而して10萬戸未満に

烏取及沖縄がある。　　・

ノ
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　電燈燭光と人ロとの割合は1人に付東京の26燭光最も多く京都

の22燭光・大阪の20燭光、示lll奈川の17燭光、愛知の14燭光、

兵th　si面岡、長田の11燭光之に亜ぎ他は何れも10燭光未満で

あろ、而して其の最も少きは沖細の0・61燭光であろ。

　電力装置の最も多いのは東京の64，745之に亜ぐは大阪の59，

513、兵庫の33，199、愛知の22，945、掃岡の16，225、京都の15，

008等である。

ル　　ノペハ　へ－VXノ　pmnv

己＿一籔鰯＿，、8，798千＿＿1
業麹酬し、鉢金は2S7，58・干圓を減少しt、が之は蹴瓦i

斯株式會証新設に基くのである。

　瓦斯取付口数は燈用、黙用とを合して262萬にして前年i：比し

39萬を増加し7こo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　瓦斯動力供給は6，162馬力で前年に比し363馬力を滅じた、何

既往に比較すると逐i欠減少の趨勢で在ろ。

　仇給瓦斯量は一年間57，849萬立方米で前年1：比し9，188萬立

St－一

ご量衡1昭和三轍中に於ける度量衡器の撚鰍は
ノ！vNr　V’．．－V’vNAvSコ’vh．．’Xh　度器8，401，013、量器1，055，327v瓦斯メート

ル508・157、水量メートル19，825、衡器2，624，908で前年に比し

量器は減じ・他は婚加しアこ。

　検定不合格率は各種百中度器甲種検定2．7、同乙種1．5、量器

3・4皮3・2、瓦斯メー・－5ル3．0、水量メートル3．0、衡器2．4及1．7

で前年度に比し同率は甲種検定に於ては阿れも減じ、乙程に於て

昭和三年三n＊i・於け・瓦鰍給繋都781瞳器調器闇し魂｛t滅じア、。

方米を増加し7こ。

　供給量を地方別に見ると其の主なろものは東京の270，287千立

方米・之に亜ぐは大阪の94，183千立方米、兵庫の42，697千立方

米・愛知の36・760千立方米・京都の30，007千立方米等である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V・商　業

エヘソざヘへベへ　

巴、…当麟誉㌶課鷲三鷺㌶
員は404人で前年砒し前者34人後者265人を減少し選蝶者

は131・555人で前年に比し16・070人を増加しt：。一箇年の経費

は2・684千圓醐年に比し465千圓辞加し、鞠1愈議所に

付34・857圓に當つて居ろ・・一一・・一箇年経費を地方別にみれば東京は

308千圓・大阪364千圓s愛知275千圓、北海道202千圓、頑岡15

0千圓、京都141千圓、新潟110千圓、兵庫103千圓其の他の府

縣は10萬圓未満である0

　47府縣中商業會議所を設けないのは千葉、奈良、・k分、宮崎、

沖縄の5縣で他は1若くは2を有するもの多く北海道には6、愛

知1こは5を有するo

　【取引所】　昭和三年末に於けろ株式組織の取引所敷は34で前

年と憂りなく取引員は937人・沸込養本金は97，678千圓である。

一一 N間の牧ス・は17・8921圓で其の6割4分は費買手藪料、支出は1

が5あるo

　地方別に錦込養本金を見ろと束京の38，250千園、大阪の37，000

千圓特に多く之に亜ぐは祠奈川の6，500千圓、愛知4，875千圓、

京都3・500千圓、兵庫3・225千圓’他は数10萬圓乃至10敷萬圓

のものが多いo　　　　　　　　　　　’

　口召不n三年…度中1こJ，さCナる度量衡｛器需∫目婁文（弍itt　236，477，142、　量暑苦

898・228・衡器1，580，094で量器を除き前年に比し一般に」曾加を示

しアこ。

　昭和三年度中に於けろ計量器検定箇敷は2，433千箇で前年に比

し53干箇を増加しfこ。同検定箇中不合格割合は前年に比し良好で

其割合最低は湿度計及乳脂計の2．1同最高は浮秤の7．6となつて

居ろ。

　植民地に於ける同年度中の度量衡器需要の状態をみろに朝鮮に

於ては度器252，731、量器98，838、衡器28，533、童湾に於ては

度器191，301、量器38，634、衡器43，891、樺太に於ては、度器

44，938、量器4，820、衡器3，421で1人1，000　1：付ての割合は樺

太が最も大きい。

及金融（表121－一・164頁参照）

　　昭和三年1：於けろ株式清算取引所数は11、賢買高は10，397萬株、

　其の受渡高16，950千株で賓買高の1割6分強に當ろ。米取引所

　敷は23、葺買高は320，372千栢、其の受渡高2，248千靖で費買

　高の7厘に當ろ。生縣取引所敷は1、夏買高15，517千妊、其の受

　渡高749千冠で費買高の5分弱に當ろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　株式取引所で費買高の多いのは東京株式の4，761萬株、大阪株

　式の3，074萬株が特1：多く盗に降つて名古屋株式の909萬株、京』

都の613萬株、祠戸の458萬株等である、米は大阪の堂島米穀の

107，162千靖、東京米穀商品の73，749千靖、祠戸の23，019千栢、

京都の22，751千靖、名古屋の22，405千栢等であろ。

　　昭和三年に於げる米穀取引所清算取引先物卒均相場は1．8039

靖（1石）に付30圓07銭で前年に比し3圓75銭を下落しずこ。之を

｛月別に見ると1月乃至6月30圓墓を保ち7月に28圓姦に下落し
1・・が8服9月ほ騰して・月1・tま　32圓墓1、騰つt、が、。月以降

7・93S　1園で期聯分は取引所歓ある・州・愈員繊の取∋
｜下落を績け12月1こは　28圓31銭iとなつt二〇

　【卸費物債】　昭和四年中の東京市卸賓物債を食料、衣類、建築

材料及燃料其他42品に就いて前年と封比するに騰貴し†こるもの

は大変、清酒、白砂糖、牛肉、鶏卵、縞木綿、羅紗、煉瓦、錬搾

tn　s　9品（21％）・保合のものは味噌、燐寸の2品にして残除の31

品（74％）は何れも低落してゐる。

与
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ぎ…笥㌶㌶瓢織：llll遮璽謝謙慧；㌻il萬圓で前年⌒
v．・vvv’vvv“・A・’V‘L一

會祀敷3，186を増し沸込資本金及出賓額6億圓を増加し7こ。

　脅証の組織は株式4割4分合i往4割1分合名1割5分で前年に

↓ヒし株式の制合少しく滅じ合賓の割合ig加しt・武甑往に比較す

ると合賓の培加が最も著しく合名之t：亜ぎ株式の櫓加は最も少

い。乏P均1會証の挑込賓本金は株式613千圓・合贅49千圓・合

名173千圓で前年に比し株式は16千圓を増加し合賓は5千圓合

名は10千圓を滅少し7こ。

　會証を贅本金高別にして見ると株式では10萬圓以上50萬圓の

3割5分最も多く礪圓未｛紗2割4分之1：亜ぎ礪圓以上10萬

圓の1割7分、50萬圓以上100萬圓、100萬圓以上500萬圓は各

靱見當，500萬圓以上は4分である．之を既往1：↓ヒ較すろと10萬

圓以上各階級の割合は漸増して10萬圓未浦のものは漸減の趨勢

であつ了こが5萬圓未浦の小會硅は梢々回復の傾向を示し†こ。合資

ては5萬圓未満のものは8割6分を占め・5萬圓以上10萬圓のも

の7分あるの外大贅本の愈硅は甚だ少い。合名では5萬圓未満の

もの6翻9分、5萬圓以上10萬圓及10萬圓以上50萬圓が夫々1割

　梯込贅本金100圓に封する純益は8圓90銭i・配當歩合7分4厘

　で前年に比し、前者はi8圓90銭、後者は1分4厘を減少し†こ。

1昭和三年中の預金は21，486稿圓其の年末現縞1，220，10礪

圓で之を前年に比べろと前者は1，173千萬圓、後者【ミ30・483萬圓

　を曾加し†こ。借入金CV，216，505萬圓・其の年末現在高152・320萬

　圓で前年に北し、前者はユ37億圓を減じ、後者は309萬圓を増加

‘し、再創引手形は282，979萬圓、其の年末現在高31・947萬圓で前

　年に比し前者は262，508萬圓を減少し・後者は8・439萬圓を減少

　し†こ。昭和三年中の貸出金は8，482，315萬圓・其の年末現在高972，

・134萬圓で前年に比し前者は94億圓を、後者は188・057萬圓を」曾

、加し7・・銅手形は2・22・・…馴・期年糊鶴216・292萬

i圓で前年に比し前者は338，287萬圓v後者は・69・729萬圓を減少

　しれ。

1　銀行の預け金は6，867，229萬圓其の年末現在高はS7・971萬圓で

　前年に比し前者は163，658萬圓後者は7・565萬圓を櫓加しiこ・銀

1行鵬の有灘鉋糊鶴は箕債1こして498・°42醐・金蛤

4分及、割3分ある醍亦5・馴肚の始本古祀雌砂・・．1＊iAIErtFは123・338醐で前年砒し前都7S・372萬圓・儲は

綱綱とし其の搬本金を見ると株式では工業螂分｛・3・5・・酬をig加しt・・

商業3割6分、蓮輸1割2分、鍍業6分、農業8厘・水産7厘）
【日本銀行】　昭和三年末に於けろ支店は16・携込養奉金は3・750

詩では，礫7割4分⇒2割2分。蹴2分、鱗4厘濃1鯛・徹金は8・661鯛で之を前年砒べろと・枇金634萬

業1分5風水産3風合名で【嫡業8止‖6分・工業1割2分・

農業1分1厘、蓮輸9厘、鑛業2厘・水産2厘であろ。

　捗込養本金を地方別に見ると東京の552・917萬圓最も多く大阪

の246，029萬圓、兵庫の96，254萬圓、愛知の43，974萬圓」｝P奈

㌶㌶㌶＝㌶1三：㌶1煕：

1圓を看加し†ころ他憂りない。

　　入金は11，914，260萬圓、出金は11・914・119萬圓で前年に比し入

金42，251萬圓、出金41，315萬圓を増加し・純益金は10・365千

　圓で前年より7千圓を増し、配當金は375萬圓で前年と憂らす・

1其F：麟ll隠』編は・6＿一
山、鵬、山。、⑮最紗いのは1柵の237馴で、訓・，6　1　1・比し9・72獺を減少しt・・蹟剰笛献1°7・227鯛饅行

64馴、鶴2，498鯛、烏取2，747萬圓、姪・，3礪麟は』6±‖5分1・當リ・期合を前鞠こ比すろと4分ng　r・　fpろ・保

少い地方に閣する。

l　　　　　ww　昭和三年末に於けろ帝國に本店を有する銀行

蕊ヒベ；と＝驚鷲：撚㌶

2，129を増し、本店1（に付支店及出張所は7・0に當ろ・

　排込贅本金は182，540萬圓、積立金は95，629萬圓で前年に此

し賓本金9，879萬圓積立金107萬圓を減少し7こ。本店1に付i沸込

賓本金は157萬圓、積立金は82萬圓で前年に比し前者は22萬圓

後者は14萬圓を櫓加し†こ、之を敷年前の増加に比べろと蝕程其

の程度を低下し7；。

　昭和三年の入金は70，597，797萬圓、出金は70・353・749萬圓で之

を前年1こ比べると入金3，489，652萬圓、出金3，252，428萬圓を増加

澄準備高は56，958萬圓、制限外登行高は44・958萬圓で・之を前

、年1批べうと正貨準齢1，064萬圓猶加し保鍵行高10・788萬

鷲㌫行】昭和＿於＿は＿贅＿

1億臥戯金は106，767千圓で前年1こ比憤本金1こ増減な袖

1積立金5・909千圓をig加しt；・

1　入金は5，845，137萬圓、出金は5・844・090萬圓で前年に比し入金

ト364，964萬臥出金362，83・萬晒増加し、纏金は1・812鯛・

配當金は1，000酬で前年1こ比し純益金蠣圓樋加し・配鵠

　は1割である。

　　昭和三年中横濱正金銀行の中華民國に於ける銀行券登行高は

、10，389萬圓で前年に比し4，625萬圓を減少し†二。
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　昭和三年中取扱ひ†ころ爲替は、買爲替手形各地へ向け7：うもの

365，484萬圓、各地より受け†ころもの360，754萬圓、喪篶替手形各

地へ向け7ころもの390，768萬圓、各地よリ受けアころもの382，167

萬圓、代金取立手形各地へ向け7ころもの12，801萬圓、各地より受

けすころもの19，004萬圓、賓爲替預金手形各地へ向↓打こるもの5，

914萬圓D各地より受け7ころもの5，543萬圓、利付買鴛替手形各1也

へ向け7ころもの64，2S8萬圓、各地より受けアころもの63，487萬圓

であろ。

　【日本勧業銀行】　昭和三年末に於ける挑込資本金は7，488萬圓、

積立金は4，947萬圓で前年に比し排込賓本合は麩りなく、積立金

400萬圓を増加しすご。

　入金318，373萬圓、出金318，4011萬圓で前年に比し入金、出金

共に13億6’F萬圓i徐を増加し7こo

　純益金は1，206萬圓、配常金は749萬圓で前年に比し純益金24

萬圓、配當金51萬圓を増加し、其の配當率は1別であろ。

　昭和三年中債券護行高は21，522萬圓で前年に比し13，472萬圓

を増加し、本年償還高は16，752萬圓で前年に比し10，748萬圓を

3曾加し、年木に於けろ現在窩は81，470萬圓で前年末に比し4，770

萬圓を戊曾加し了：o

　昭和三年末に於けろ年賦償還貸付金は80，651萬圓で前年i：比

し6，176萬圓を増加し7こ。其年限は十箇年最も多く十五箇年及二

十箇年之に亜ぎ久数箇年の短期四＋五箇年の長期もあろ。貸付金

額を貸付者の業別にみうと農業の2割4分最も多く、耕地整理組

合の1割1分市匝町村の9分5厘が亜いで多い。定期償還貸付金

は6，312萬圓で前年に比し692萬圓を増加しアこ。年限は五箇年内で

五箇年最も多く3箇年1箇年2箇年4箇年の順であろ。

　【農工銀行】　昭和三年末に於けろ農工銀行は25，其の支店及Hl

張所60、那込資本金は9・262萬圓、積立金は5，823萬圓で前年に

比し21行を減少し7こが、賓本金582萬圓、積立金475萬圓を増力n

し†こ。

　入金は402，927萬圓D出金は402，667萬圓、純益金1，406萬圓、

配常金は849萬圓で其の配當率は9分2厘弱であろ。

　昭和三年中に於ける債券獲行高は25，870萬圓、償還高は23，279

萬圓・年末に於ける現在高は46，889萬圓で、前年i：比し何れも増

加して居ろ。

　昭和三年末に於けろ年賦償還貸付金は57，317萬圓で年限は十五

箇年以上二十箇年最も多く、十箇年以上十五箇年、二十箇年以上

ご十五箇年之に亜ぐ、借主の業態は農業最も多く4割3分を占め

商業の2割3分、工業の1割1分が主なるものである◇定期償還

貸付金は8・585萬圓で借thl：は農業者及商業者が最も多い。

　【北海道拓殖銀行】　昭和三年末に於ける本行の支店及出張所は

41・梯込贅本金は12・500千圓、積立金は9，181千圓で前年に比し

支店及出張所13を加へ養本金は塘減なく、積立金1，003千圓を増

1加しアこ。

　　入金は385，969萬圓、出金385，913萬圓で前年に比し入金出金

共に170百萬圓除を櫓加し、純益金は2，261千圓、配常金は1，1

25千圓で前年に比し純盆金236千圓を減じ、其の配常牢は9分で

　あろ。

　昭和三年中に於けろ債券獲行高は37，028千圓で前ll三に比し1，

533干圓を増加し、償還高は49，733千圓で前年に比し31，533千圓

を櫓加し、年末に於ける現π高は103，238千圓となり前年に比し

12，705干圓を減少し†二〇

　昭和三年末に於けろ年賦償還貸付金は111，883千圓で前｛Fに比

し1，323千圓を増加しア㍉年限は二十箇年最も多く十五箇年、十

箇年及十七箇年之に亜ぐ、借主の業態は農業3’Al　7分を占め、土

功組合の2割6分、商業の1割8分が主なるものであろ。定期償

還貸付金は13，630千圓で前年に比し2，239千圓を減少し†こ、年限

1は五箇年以内で、貸付者の業態は商業、農業が最も多く、漁業及

　土功組合が亜いで多い。

　　【塞蕎銀行】　昭和三年末に於ける墓灘銀行の支店及出張所1エ

32、彿込賓本金は13，125千圓で前年1こ比し支店及田張所1を減

　少した。

　　入金1，672，248萬圓、Hl金は1，672，166萬圓で前年1：比し入金出

金共605千萬圓除を減少し†こ、街損失金213千圓を生じfこ。昭和三

年末に於けろ墓海銀行券獲行高は55，713千圓にて前年末に比し、

　2，111千圓をヰ『加し†こo

　　【朝鮮銀行】　昭和三年末に於ける本行の支店及出張所は30・沸

1込賓本金25，000千圓、積立金は1，201千圓で前年に比し、積立金

1200千圓を増加し†二〇

　　入金は2，386，139萬圓、出金tt　2，383，071萬圓で前年に比し入金

　出金共16千萬圓絵を増加しfこ、純猛金は1，585千圓・配當金は政

府持分を除き940千圓で前年に比し純益金203千圓を櫓加し、配

営率は3分8厘弱である。昭和三年末1：於ける朝鮮銀行券獲行高

　は132，444千mUl：して前年末1こ↓ヒ較して7，917千圓を増』加してゐ

　るo

　　【日本興業銀行】　昭和三年末に於ける本行の支店は4、挑込費

｝本金は50，000千圓、積立金は18，416千圓で前年に比し支店敷贅

　　入金734，058萬圓で出金734，223萬圓で前年に比し入金、出金

ト

セ

本金に増減なく積立金850千圓を増加しアニ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

・共152千萬圓僚を檜力nし了こ、純釜金は4，505千圓で、前年に比

　し1，690千圓を滅少し、配當金は3，000千圓で、其の配當率は6分

1である。

　　昭和三年申に於ける債券登行高は115，000千圓で前年に比し

146，000千園を増加し償還高は90，495千圓で前年に比し1，382千圓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一略

を減少し、年未に於ける現在高は273，003千圓で前年末に比しb

24，505千圓を槽加し7こ。

【普通銀行】昭和三年末1こ於ける本・」：は1・031・刻1：は7・341

排込賓本金は1，379，061千圓、宕泣金は592・701千圓で前年1こ↓ヒ

し、本店252を減少し、支店2，087を櫓加・詮本金102・418千pm　）

積立金36，414千圓を減少し†こ、本店1に付支∬！・は7・12で前年に

比し3．02を増加し、卒均一行の挑込資本金は1・33S千圓・積立金

は575千圓で．前年に比し脊本金283千圓・積立企85千圓を増加

しれ。

　入金は462，237百萬圓、出金は459・839百萬圓で前年に比し入

金31，669百萬圓、出金29，341百萬圓をj曾加し†こ・純盆金は84・027

千圓、配雷金は97，832千圓で前年に比し純益金61・962千圓・配

當金7，940千圓を減少し、其の配雷率は7分4毛である。

　本店数を地方別にみればその最も多いのは兵庫の90で、之に亜

ぐ｛描岡の77、鯨の59、山梨の54・縞岡の52・長野の45・

新潟の41、嚇の35等にして、其の最も少いのは樺太・沖縄の

各1、徳島の2等であろ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　Ut－一一

　地方別にみれば本店の最も多いのは東京の11・之に亜ぐは愛知

の9、大阪の8、大分、岐阜、静岡各4等で其の本店がない地方

　は京都、山口、鷲本、沖縄、椎太であろo

　胡｝込費木金の最も多いのは東京の13，792千圓・之1こ亜ぐは大阪

1の5，U3千圓、愛卿2・659千圓・・　　奈川の1・222欄・』£の少

　いのは富山、三重、奈良、鳥取、高知、鹿兄島の各125千圓であ

ろo

　配雷金の最も多いのは東京の2，724千圓、之に亜ぐは大阪の

283千圓、愛知の％4干園、新潟の14S千圓・Il事岡の99千圓・長

崎の86千圓、具の少いのは頑島、祠奈戊ll・京都・山口・熊本、

沖縄、墓i湾の無配當、富山、高知の各8千圓等であろ・

’パ∨ンー’”t”〈い @昭和三年度中貨幣鈷造の爲辻幣局の受入れ†二

；貨　】地金の量聡5，・7蝿、銀・78，・2搬前年

　度に比し金740逝を増加し、銀60・146妊を減少し†こo

　　昭和三年度中の貨幣鐙造高は、銀貨11・801千圓・白銅貨4・000

，千圓、青銅貨30千圓、前年度に比し・青銅貨95千圓を滅少し・

1銀貨1，801干圓及白銅貨250千圓を檜加し†こか金貨、銅貨は鋳造

鵬鉢金は棘の395，・84欄最も多く大ll反の・86，4・・欄・カ・なかつt・・同戦頼縫儲は銀貨11・8°°欄・白鹸4・

之唖ぎ、竃1・降て難の68，9・6千臥愛知の57・・2・鋼・⇒…千圓・青繊3°梱で・前鵠鵠の殆ど錨を鮪し7こ・

岡の47，657千臥聯の47，4・5調、富山の46，7・9千臥鑓獲行貨幣の願は5°＆＄Sk貨・1°鋤鑛・磯銅飲ある・

の4。，、・7領之1・亜抽・・，…欄以上疏森諸手、宮城・　【鵡流vam昭不n四鞠・於けろ澱流通詩みろt：小鰍

IU形、鵬、茨城、栃・、粥、埼玉．　li・lll奈川、石川珊井・　tll幣・2・・85千圓・日本銀行醐卿銀行郷備充詮を除きt二磋

梨、繊三重、奈良、継山、剛1、愛媛珊岡、佐賀・訓1引流瀦・・591，4°°TPm・　kfi助鰯424・913欄1こしてs！1の計2・

大分漕鵤でユの少、・のは端の25・掴、鶴・，45・掴∴・28・398千圓1・して此の他醐蜘勝118・7°2剛及び縫銀

猷の・，475千圓ぷ本の4，223千圓、舗の4・939千臥香川嚇49・241禰があ・も・之等は内地［：於ては殆んど流緬ざる

の4，952千圓で、他は何れも5，000千圓以上であろ。　　　ものと看倣し得ろであらう・

醜金は鯨の27，885珊鼠多くプ・阪のユ3，526鋼之唖　而して之を前年1・上けると内地樋献7°・°4°千圓の齢を

ぎ遙唯つ理知の4，94・稠、兵5｝・の4，・37楓綱の3，9示して居・糊鮮遠漱醐勝も之を前4Flこ批側揃者

、5欄、富山の3，827千圓、編の・，274千圓之1・亜ぎ、旬2，・・a13・742酬・後舘6・472千MIの縮小であろ・

：驚㌫：1予還1°巖：ぽ誘㌶、∈三巖1㌶ア遼欝霊巖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［金15，114千圓金鋸嫡3，962千圓で其の入金13・334・666千圓幽
があろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【貯蓄銀行】昭和三鞠・於け・本店a…、支‘§は6・・、沸；金・3・333・5・2細・櫨金1ち836珊コ巳詮2灘千眠示

込＝は4。，723千圓、細金は33，7・2千圓で前年i・比し本店・してゐ・・年糊在信託高Ct・1・26綱稠1こして前鞠341’

、，を減じ、蜘弍2噛り。し、鉢金ち・93欄を減少しぷ立i8・8欄を増し中鍵儲臓も大にして7‘Slj　9分を占め之i　：　1II11

f。2，649千圓をig加し7、、本店・1・付支店は6綱年1・比し…いで⊇謹券信託t・して1割6分i：　’i；1’　Y土地陸著物儲及其

をig加し鞠・行の継資本kCt　4・7鋼、積立金は3・7剛で…他1・よりて麟を占められてゐろ・

前年1、比し賓本金27鋼徹金62千圓を増加しt・。　　㈱蹴債儲事業】昭和三㈱こ於1熾徽は2聯込

＝遼き隠；瀦蕊二ご1…㌘瓢購遼ll灘欝輌〉㌶
配詮4644千圓で前年｛・比しPtaSWh・233Tes減少をし、配詮1†・・年糊花契約・tWCi　9°・其の錨42獅珊でts3年1こ比し

93千圓を増加し、其の配當率は8分3厘である。 7ロ68，926千圓を増加した。
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【縫業者】昭和三鞠こ於けろ本店は2δ8・端1°5で・之｝璃゜21珊・カナダの861＝F　en　，　」tili　ng　op　724千購が一｝・1・・t・

れを前年に比べると本店7、支店15を培加し7こ。

　挑込登本金14，569千圓積立金5，821千圓で之れを前年に比べ

ると前者は1，744千圓、後者は1，006千圓を増加し7こ。

　無蓋組薮は同年40，979在り其無艦ロ数1，437，788で1組に付無

遵口敷35に當リ、前年と憂らず。掛金契約高は1，035，199千圓で

雫均無誰1口に付き720圓i：當り前年に比し29圓を壇加し†こ。

簸翼麗：㌶：《蕊1驚
を増加し7こが5・660・960干圓を減少しアこ、交換高を六大都市別に見

れば東京の25・070・553千圓最も多く、之に亜ぐは大阪の22，374，0

43千圓で）京都の1，403，492千圓は最も少ない。

　【金利】　昭和四年中に於けろ金利の憂勤を槻察するに上牛期

（六月）に於ては定期預金最高0．60（年利）最低0．49謹書貸付最

高1・11最低0・77割引手形日歩最高3．13鍵最低1．80銭であつ

†こが下牛期（十二月）に於ては定期預金最高饗らす、最低0．48詮

書貸付最高1・16最低饗らす、割引日歩最高3．06銭i最低1．72銭

となつてゐる、前年同期に比し割引手形最高は塘し他は概して何

れも前年より低下して居ろ状態にあろ。

　　　　　　　）昭和四年に於ける正金建値外國鴛替相場年李
旦旦、竺．｝均は縫宛（電信貰）46．。69P．　fu敦宛、志ユ8

片1、巴里宛11・62法、上海宛77・7爾、孟買宛126．40留にして前

年に比して圓債騰貴を示し7こ、而して之を月別1：みると紐育宛は

下牛期十二月に最高49弗を示し上騰氣配をとり、倫敦宛も亦同

様上騰し十二月2志に達して居ろ、上氾宛亦同様にして、十二月

89・3爾を示すに至つて居ろ。

！郵便爲替1昭和三年度中1：於けろ内國郵便繍振出は・
｝、甦及年金滅・ち833和、期金額983，6・・欄、rp均1

1口の金額26圓で前年に比し1，140千口を増加し7こが、6，307千

圓を減少し・平均1口98銭を減少し7二D沸渡はロ戴37，889千口其1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

千口を増し7，042千圓を減少し卒均1口1圓11銭を減少Uこ。

昭紅年度中1・於ける姻鞭鰭は外國一振出噌6乳646∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　ろものである。

　　【郵便貯金】　昭和三年度末に於ける内地及朝鮮、室湾、樺太、

1關東州・南洋各鷹所管の郵便貯金及特殊郵便貯金人員は34，788，9

　66人．’貯金現在高は1，856，349千圓、預金者1人の貯金高は53圓36

’銭であろ・前年と比較すれば’2，040千人、222，122千圓を増加し

　て居ろ。右の中内地に於けろ貯金は人員に於て9劇2分、金額に

於⇒篭め㌫度末に於け、加入人員（t　274，。77人

　其の預金額55，828，350圓である。

F　【郵便年金（官螢）】　昭和三年度郵便年金収入は20，346，741圓に

iして内8，172，283園は掛金にして穂額の4割に當つてゐろ、其他

1の牧入は積立金利子及雑牧入であろ、支出事業費284，466圓支捗

　年金344，315圓、返還金808，943圓、年度末積立金18，909，017圓

　となつて居る・本年度中に於ける新契約は32，238件掛金6，44

・4，341圓其の年金額2，675，127圓となつて居るb同年度中1：於けろ

　死亡は1，095件、掛企138，731圓年金額82，061圓解約其他件敷

125，96gi掛金444，613圓年金額2，582，447圓にして年度末現右に於

ける件敷177，458件其掛金16，653，189圓年G額12，888，087圓であ

　るo

ご）　＾～　～〉㌃　昭和三年度末1：於ける簡易生命保瞼契約は
　”　　　　　　　　　　　　　　K

∴三＿一一堅・3，3。6千件其の保鹸、，737，833＋Nで前年

に比し1，640千件251，407千圓を増加し†こ、1件に付保瞼金は131

圓となつてゐろ、同年度中新規契約は2，502，585件で前年に比し

4S・880件を槽加し7：、同年度に於ける被保瞼者の死亡は150，617

件其の保瞼金20，093千圓である。

　地方別に契約の多寡をみると東京の1，563千件、293，186千圓

最も多く之に亜いで大阪の717千件s125，322千圓、北海道の643

千件、96，477千圓等で最も少・きは南洋の198件、57千圓であろ。

　昭和元年に於ける簡易生命被保瞼者の職業は商業2割6分、工

の金額983・257千圓・平均1口の金額25圓95銭で前年に比し1，296i業2割4分、業農2創3分、公務自由業1割2分の順位で以上の

其の金額2・560・092pa・　4・均1・の金額40圓87SCで前靴比し

4・925°・104・572圓樋加しf・が・鞠1・の鍋は1圓67銭を

減少しt・・外國よ賑込噸は141，490、其の金額6，317，066圓、

鞠1°の金額・44圓6SS9で前年1吐ヒし95口452，51］臥鞠

1口3圓16銭を減少し†：。　　　　　　　　、

　外國へ振出金額は中華民國の1，612千圓最も多く、之に亜ぐは

北米合衆國の・305千圓・濁逸の220千圓、英吉利の113千圓、佛

蘭西の79千圓・ブラジルの40千圓、カナダの28千圓等で外國よ

り振込金額は中華民國の2，297千圓最も多く、之に亜ぐは北米合

　全戴の8割5分を占め他は何れも1割以下であろ。

　　昭和三年度に於ける簡易生命保瞼事業牧入は399，218千圓で前

　年に比し91，888千圓を増加し7こ、牧入の内容は保瞼料110，223千

，圓、前年度末蹟立金273，124千圓、利子牧入15，629千圓、雑牧

1入243千圓である。支出は事業費として17，653T　N　，支沸保険

　金16・365干圓、還付金5，787千圓で本年度末に於ける積立金は

’356，850千圓である。

1　前項の積立金中運用し†二額は273，124千圓で其の種類は小學校

；建鱈金1、43，・7・千圓、自＝設継1、蜘、、諏住註

金に11，914千圓、上水道に13，706千圓、公債謹券及預金に91，

、492千圓を投じたものが主なるものである。

●

A
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　【民螢保瞼】　昭和三年度末に於ける保瞼脊耐敬（粂樫を含む〕は

生命保瞼40、徴兵保瞼4、傷害保瞼6、火災保瞼J「o）海上保瞼

43、蓮迭保瞼34、自動車保瞼5、盗難保瞼：；　b｛；‘用保瞼、機kll　et｝《

罐保瞼、硝子保瞼各1で前年に比し生命保除2を減じ、傷害保瞼

】、海上保瞼ls自動車保瞼2、盗難保瞼1、を摺加し†こ。

　生命保瞼契約年度末現吉高は4，968千件其の保瞼金6・052・6］3

千圓で前年に比し133千件、530，230千圓を±曾加し7こ、被保瞼者の

人口に到すろ割合は千人に付80・0にして1件孕均保瞼企は］，218

圓であう。年度中の新規契約は689千件、其の保瞼金1，212・720

千圓で前年に比し46千件、161，045千圓を」曾加し†こ、新規契約1

件ZF均の保瞼金は1，761圓で前年度に比し約125圓多額であろ。

　徴兵保瞼年度末契約は919千件、其の保瞼金487，490千圓で前

年に比し37千件、40，748千圓を増加し†：、　年度中の新規契約は

158千件、其の保瞼金117，873千圓で前年に比し1刊’t　’517千圓

を減少しi’。

　傷害保瞼の年度末契約は52，750件其の保瞼金

前fl：に北し4，465件、9，329千圓を減少し†：o

　火災保瞼年度末の契約は12，463千件、其の保瞼金15，635，339千

圓で前41：に比し1，2S4千件保瞼金額は680，649千圓を増加し1fl一

孕均ユ，255圓であろ。

　海上保瞼年度中の新規契約は3，821千件、其の保瞼金7，134，422

千圓で前fl二に比し36S干件、　563，933千圓を」曽加し†㍉而して

1件當リ2F均は1，867圓である。

　蓮選保瞼年度中のi新規契約はコ，662千・件、其の保瞼金4，290，792

千圓で前年に比し114件、817，593圃を‘’iii’加し†こ、1件卒均2，582

圓である。

　信用保瞼年度中の新規契約ば3，192件、其の保瞼金8，027千圓

で前年に比し1，073件、2，453千圓を増加し1件卒均2，5151目1であ

るo

　機關汽罐保瞼年度末契約は1，043件、其の保瞼金4，693干圓、

自動軍保瞼ぱ52，077件、其の保瞼金33，616千圓、盗難保瞼は

31，973件、其の保瞼金7，236千圓、硝子保瞼は129件、25千圓あ

り、以上の内自動軍保瞼が前｛1三に比し滅少し†二る他は何れも前年

度末より培加して居ろo

1　昭和三年度木に於て貸際事業を螢めろ外國似瞼會川の内地支店
　

戸齢3・火災26ぷ上15で・解と蹴なく・鞭末に於け

　る契約は生命37千件、196，692千圓、火災299　｝　1’Fbl，198，735－F

圓、海上13，349件、32，C97千圓てあろ。
「

　【健康保瞼】　昭和三年度末に於て健康似瞼被保瞼者融敷は一1，9
L

33，613人にして貝内1，902千人は弧制被保瞼者31，847人は任意

101，166干圓で1被保瞼者216人は任意綴績被保瞼者であろo

　　　　　　　l　政府管掌の被保瞼者組敷は左の内1，160，953入にして6割を占

　　　　　　　　め他は組合管掌の被保瞼者である。

　　　　　　　　被保瞼者の最も多き地方は大阪府の387，256人i：して東京府の
　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VL　貿

「”＼’”〔　～昭不咽榊1勺地よりの楡出額は2・148・619－T－

｝貿8　ta額駅醐一輪入O：　2，2・6，24・欄となつて

居ろ。楡出及楡入穂額は明治初年僅に3、4千萬圓に過ぎなかつ7こ

が二十一年に於て100，000千圓塞、三十三年にはo「OO，000千圓墓

となリ，f；顕々として櫓加し大正元年には1，000，000千圓室1こ

上り殊に欧洲大職勃褒以後は其の進展甚だ急速で六年には2，000

000　－F圓、七IEl：　（13，000，000千圓、八年及九年には4，000，000千

圓に躍進し7Sが、十年に至て頓に1，500，000千圓を減少して3，000

000千圓に降つ†こ、十一一・　IF　Ct　660，000千圓を櫓加して大正七年

雷時の胞額に略々等しくなり十二年は前年より100，000千圓録を

減少し†二が大M十三年にば860，000干圓を増加して大正八、九年

當塒の穂額と馨、いものとなり、大正十四年は拘も増加して5，0

00，000『F圓豪を示さんとすろに至つ7二が昭和元年よりは輪出入共

に減少を示すやうになつ7二。
　　　　　　t－v，－t，，　＿t“－ed．　工一㌦ご㌔ン鬼dy．一：w『｛二，ごtコ⊃，戸㌣ご∵㌧雪・t，

　輸幽及楡入爾者の椹衡は年に依て一様ではない、明治初年から

204，845人之に亜ぎ100　f乃至150千の地方に長野、愛知、兵庫、

幅岡等ある、而して其の最も少きは沖縄縣の983人である。

　保瞼金給付件数6，789，516件にして其の内療養5，710千件療養

費17，341千圓、傷病手當948，744件停主ig　7」ものにして何れも

業務外の件敷が遜か1：多いo

　　　　　易（表165一ユ87頁参照）

　同一1四年迄は大｛鐙楡入超過し、二十六年迄は大髄輸出超過しD大

1正二年迄は再び入超となり；三年乃至七年の欧洲大職申は蓮年出

超で然もHの額600，000舌圓に垂々と寸る盛況であつteが八年以

　降逆聴して入超相踵ぎ十三年は651，000千圓の入超を示し未曾有

　の現象であつアこが其後稽持直し昭和四年に於てi167，621千圓の

輸入超過を示してゐろ。

　　昭和三年中朝鮮の輪田及輸入額はlo「o，300干圓で86，002千圓楡

入超過し、室溌のWt　Hl及楡入額は92，231千圓で24，440千圓輪入

超過であろ。朝鮮の貿易は常に楡入超過し、塵湾は歓洲大職當時

輸出超過であつ主が職齪後期からは蓮乍入超に逆樽し†こ。

　昭和二年中の主要國外國貿易は英吉利1β00百萬膀、佛蘭西

104，795百萬法）北米合衆國9，108百萬弗、伊太利36，571百萬利

白耳義61，516百萬法等で是等の諸中楡出超過は北米合衆國のみ

で他は皆輸入超過となつて居るo

　【國別】・昭和四年の輪出は北亜米利加洲の　947，735千圓（4割
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4分）亜細亜洲の915，233千圓（4創3分）F嬬「巴洲の147，249千i鳶聯糺毛織物・♪・eルプ・燐舐石・鐵鑛・鋭餓・鐵塊及錠・丸角孕

圓（7分）で杢髄の9翻4分を占め残除の6；〉は阿弗利加、市米、

太洋洲である。北米の中では合衆國が大部分を占め、亜細亜洲で

は支那の346，653千圓、英領印度の198，057千圓、關東州の124，

476千圓、蘭領印度の87，126千圓、香港の61，065千圓、比律賓

諸島の30，597千圓｝海峡械民地の27，928千圓等の順位であろ。廠

薪巴洲では英吉利の63，183千圓、佛蘭西の44，495千圓、濁逸の

13，447チ圓、以外は数百萬圓から数イ萬圓のものが多い。阿弗利

加洲では埃及、南米ではアルセンデ1ン、太洋洲では濠洲が主な

るものである。

　輪入は亜細亜洲の857，954千圓（3割9分）北亜米利加洲の724，3

47千圓（3割3分）欧羅巴洲の419，847千圓（1割9分）て全麗の9割1分

を占め残詮の9分ts．太洋洲、阿弗利加洲、南米である。亜細亜洲

の中では英領印度の288，120千圓、支那の209，975千圓・關東州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
圓、白耳義の15，828千圓、瑞典の11・025千圓が主なるものであ

、ろ。太洋洲では大部分濠太刺利・阿弗利加洲では埃及・南米では

チリが主なるものである。

　【物品種類別】　昭和四年に於ける貿易品の種類を大観すると楡

出では全製品4割4分、原料用製品4割1分，遙に降て製造食料

品5分、原料品4分、粗製食料品2分2占め、輪入では房：料品5刮

5分、原料用製品1割6分、全製品1割6分、粗製食料品1割、製

造食料品3分を占めて居る。之を前年に↓ヒ較すろと轍出でぱ全製

晶の割合増加し†二る他大差なく、輸入では原料品の割合増加しアこ

る他大差ない。

　輪出晶を箇々の品目に就いて見ると其大部分は生綜の781，040

千圓（3割6分）で遙に降て生金巾の93，323千圓函嬬子の56，143干

圓、細綾の47，720千圓、生Ei・・一チングの37，066千圓、陶磁器の

36，963千圓、富士絹類の35，896千圓、壁織、縮緬の34，092千圓

羽二重の30，365千圓、綾～ド綿の30，098千圓等で旬20，000千圓以

上のものは小変粉、精糖b綿織縣、晒金巾、晒シーチン≧㌔綿メ

9ヤスiyヤy、石炭、木材等にして10，000千圓以上のものは豆

類、1線茶、蟹罐詰、縞木綿、綿フランネル、緋金巾、色金巾、紋

　　　　　　　　　　　5紗、ボン1）’　・・　）帽子、履物、印刷用紙、鐵製晶木材等である。

　輪入品の大部分は繰綿の572・640千圓（2割6分）で羊毛の101・816

千圓、木材88，838千圓、小萎70，896千圓、豆糟64，805千圓、大

豆の60，092千圓｝硫安の48，086千圓、鐵板及石炭の42，900千1

圓，原油及重油の46，603チ圓、之に亜ぎ30，000千圓墓のものは

㌘漂㌶㌫芸㌫㌶llよ：㌶隠：1

166，322干圓、蘭領印度の77，346千圓が主なろもので・北亜米利

加洲では合衆國が大部分を占め、欧羅巴洲では濁逸の157・274千

圓英吉利の153，051千圓、佛蘭西の26，185千圓、瑞西の17，570千

デ’形仕鐵、yイアロツド、鐡筒及拙管、錨も屑及故戯、アルミニ

ユーム、鉛、自働車及同部分品、瓦斯石油熱汽機朋D紡績機、飼

料D額等であろ。

　輸出品の主要なろものに付其の主要楡出先を見ると生綜は北米

合衆國1：0sl：多く（9劃7分）佛蘭西之に亜いで多い。綿織綜は英

領印度、中華民國、否港。綿織物は支那・英領印度・蘭領印度・

埃及、香港、關束州。絹織物は濠洲・英領印度、北米合衆國、佛

爾西、英吉利、カナダ。石炭は中華民國、香港、海峡植民地、比

律賓。陶磁器は北米合衆國、蘭領印度、英領印度、中華民國、關

東州、カナダ。メ））ヤス製品ぱ英領印度、英吉利、比律賓、蘭領

印度、埃及、巾華民國。精糖は中草民國、闘東州である。

　楡入品の主なるものに付具の主要仕出地を見ると箕棉及繰綿は

北＊合衆國及英領印nVl：て8割9分を占め、中華民國・阿弗利加

之に亜いで居ろo羊毛は濠洲（9割7分）英占利。餓類は北米合衆

國、英吉利、覆逸。油糖は中華民國、關束州。木材は北米合衆國、

露領亜細亜）カナタ㌔湿羅。毛織物は英吉利、濁逆。砂糖は蘭

領印度（9割7分）玖瑠。小萎はカナダ、濠洲、北米合衆固。豆類は

闘東州、中華民國。硫酸アン毛ニユーム｛t掲逸、英吉利、北米合衆

國。機械類は北米合衆國、英吉利、濁逸である。

　昭和三年朝鮮の輸移出品中主要なるものは米の1S3・730千圓、

大豆の23，385干圓、生綜の16，251千圓、ネ｝：窟綜の12，550千圓・

砂糖の5，7ユ6千圓、銑ほの7，170千圓で同輸移入品中主要なろも

のは粟の25，48S千圓、紹織物の13，3SO千圓）藥材の12，209　1

圓、柞鼠綜の11，385・F圓、IkA■巾及生シ声チングの9・964イ圓等で

ある。而して同墓湾の輸移出品中主要なろものは砂糖の123，064

千圓、米及籾の53，233千圓、芭蕉實の8，702千圓停で同楡移入品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
中主要なるものは綿及織物の15，394千圓・豆糟のユ2・50千『£等

である。

　【輸出及輸入港】　昭和三年輸川の最も多いものは横濱で楡川鶴

額の3割6分を占め紳戸の3U　3分、大阪の2劃1分之に亜ぎ名

古屋は3分、門司は1分9厘である。楡入の最も多いのは神戸で

輸入纏額の4刮を占め徴濱の2劉6分之に亜ぎノ（阪の1割4分・名

古尾4分4厘D門司の3分6厘之1：亜ぎ前年と略々同じになつて

居る。

　【金貨及金銀地金の輸出輸入】　昭和四1，1三に於ける楡目1は金無く

銀｛工3，491千圓、楡入に金462「圓、銀151千圓で前年に比し銀

輸出」曾加し、輸入（t金増加銀減少し7：0

　國別に見ると金の輸III入は北米合衆國、銀の楡川入は中華民國、

北米合衆國、關束州・露領亜細亜」【他であろo

為

VII．交

一一
ｪ　　Wt－一一

1”（…’戸コ昭不に罧1・於ける道路（灘漱輔梁は
／道　　　　　　⇒㌍年＿何締）延則嘩8，23噺府脳

叉は地方鑓89，31噺脳は2・，48・粁，　mr村MCt　824・85・粁1人員は655・721人て解1・上ヒし鐡所247・旭
’〈’　・、ty＊Fl・1，1・tpt：esv：　22＊一．　Rrj　kn道又は地灘234緬⇒カ・し・人・rc　」；｛r，j　’g’　6　－hn入a・P・Ll］lt　vi　1，・・°人1・付

米）村道は2．16粁、合計2・47粁に欝る。

【橋梁】橋梁｛掴道8，536、府縣道又【t地方費道88・046・市

道（tg，003、町村道305，287である。其の構造鐵橋1，864、石橋

93，］62、木橋146，441、土橋147，747、其他21，658である。

｛通信1鰯2、、、三＿32、合：ft　9，。、7囎三

9｛

　　通　（表188－213頁参照）

ある。

【電話】昭和三・賠末1：於け碗言佼換取輸所は2・697加入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46，575人を増

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．4で前年に

昭和三鞭末i・於け到鞭融一鵠74、⊃國繊道・・253粁・士崎誠3・955粁・6，計5・208粁あろ・開

に比し一惇局4、二蝶3、三等139、合計146を増加し、電信局

：諜叉麓鴛遮㌘㌶㌘：㌶㌶
7、分局41で前年に比し分局3を増し7：、旬電信取扱斯普通1・0

3，　O，無線709、電信電話取扱所1、電話所208、公衆電話2，005

切手印紙責捌所67，041、郵便函71，43ユ、郵便私書函9，046あつ

↓ヒし0．6を増加し†こo

！鐵．／当麗㌶蕊㌶欝慧：：

1前年に比し國有301粁、地方466粁を培加し†こ・佃未開業に係る
L

業に係ろ鐵道は100方粁に付5．1粁で、之を欧米の諸國に比較す

・ると100方粁1：付白耳義の16．8粁、瑞西の14・2粁、英吉利の

差4㌘欝蕊？㌫忽き：㌃ば
　　停車場tw　（i國有線に2，555、地方線に　3，433、機關車は國有

1　4，200輌、地方941輌、客車は國有11，179輌s座席633，302、

地方3，644楠、座席226，244、貨車は國有65，896楠、地方10，5

て前年にくらべうと郵便函の滅少し†：以外は何れも琳加し†：。

　郵便局を地方別1：見ると北海道の590最も多く之1：亜ぐは東京

の494，新潟322、兵庫の　314にして、200以上は幅島、長野・

岐阜、怖岡、愛知、三重、京都、大阪、岡山、廣島、山口、幅岡

長崎、鹿兜島で其他は100乃至200のものが多い。

　【通常郵便物】　昭和三年度中の引受内國短常郵便物は4，764，61

71千通で前｛1二に比し9S，617千通を減少し†：が、之を十年以前に，l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
比べると倍加して居ろ。人口に封する則合は一人に付77通に雷

リ前年に比し2通を滅少し†：o

　同年度中の外國通常郵便物は登迭24，564千通、到著38，708千

通で前年に比し登退2，327千通到著2，20コ千通を槽加し亨こ。

　圃別に見ろと登迭は中華民國の10，573千通最も多く、北米合衆

國の3，931千通、グソートプリデソの1，451千通、濁逸の1，118千

通等が之に亜ぎ、到著は同じく中華氏國の　11，414千通最も多く

北米合衆圃の9，875千通、グレー5プ9デンの4，467千通、掲逸

の3，993千通等が之に亜いで多い。、

　【小包郵便物】　昭和三年度中の引受ト包郵便は63，335千箇で、

前年に比し2，779千箇を増加した。

　【電報】　昭和三年度中の電報登信は66，192千通、著信は69，0

03千通で前年に比し登信1，147千通D著信896千通を減少し†二。

　外國への登信は1，128千通、著信は1，189千通で前年に比し登

信は2千通を増加し、著信は4千通を減少し7：。

　登信を國別に見ると中華民國の一440千通最も多く、之に亜ぐは

北米合衆國の165千通、英吉利の95千通、印度支那の92千通等で

lS2輌で前年に比し、地方鐵道の機關車が減じれる他何れも増加し
1
　7：0

　　昭和三年度の列車走行粁は國有鐵道169，372千粁、地方鐵道

24，996千粁等で、前年に比し國有7，668千粁を増加し、地方515

　千粁を減少し7：。

1昭和三年度末朝鮮1：於け磯道1ま3，379粘未開業線2，918粁

h、して同鑓3，・35粘！同鰍1297粁i、して難をPtるも内地

の，3割5分の延長を有するに過ぎぬ。

　【乗客藪】　昭和三年度の乗客敷は國有847，300千人、平均t・・一日

2，321千人v地方366，278千人、卒均一一日1，004千人で前年に比

し何れも著しく櫓加し旗。鐵i道乗客は三等客が殆ど全部を占め一

等客は1毛にも注しない。輸迭貨物の噸敷は國有　79，768『F噸、

地方25，093千噸で前年に比し何れも著しく増加して居る。

　【螢業牧支】昭和三年度に於ける國有鐵道は螢業牧入529，256

千圓、瞥業費300，708千圓、益金228，549千圓で賓本金に封する盆

金割合は100圓に付7圓35銭に當り前tp　1：比し37鑓を減少し、

地方鐵道は螢業牧入82，477＝f圓、菅i業費46，077千圓、i益金36

400千圓て賓本金に到する益金割合は100圓に付3圓80銭に賞リ

前年に比し42銭を増加し†こ。

　【電氣軌道】　昭和三年度末に於ける電氣軌道事業者は99D線路

1，999粁、車輔7，096、zl！均一日乗客敷5，103干人で前年に比し事

業者3、線路96粁、車輔2を増加し、平均r→日の乗客205千人

を増加し7こo

　【交通事故】　國有鐵道死傷者は過失其他に依ろ死亡乗客120人



　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一略

職員86人、公衆2，302人、負傷者は乗客1，270人、職貝766人、

公衆1，021人で鐵道白殺者は死亡1，782人D負傷者142人であ

る。地方鐵道では莱客職員公衆を通じ過失死亡317人、負傷者

420人自殺者は死亡110人、負傷8人であろ。

　昭和三年に於て自動車、自聴i車、人力市、荷軍惇に囚る事故件

敷は55，533にして前年よIJ　6，41Sを増加しアこ、纏件1敢中最多き

は自動車の5割3分て自興車の1割S分、牛馬車の7分之に

亜で居る、而して白動車D牛馬車、荷車の事故件敷は増加し他は

減少して居ろ、倫自動軍及事故件数に於けろ死亡者敷は617負傷

者敷はユ9，518で阿れも前年より増加して居ろ。

　【諸車】　昭和四年度末に於ける馬車は乗用1，607、荷積用305，

988、牛車は88，441　，荷軍は2，056，817、自動車は乗用43，843，

荷債用25，698D人力車は33，080自輔車は自動2ユ，380通常5，

318，090で前年に比べると馬車、牛車、荷車及人力車は滅少し他は

何れも増加し7こ。

㎏　駁㌶‡篭霊欝：㌫
同じき他何れも前年より増加して居ろ、同年に於けろ飛行回敷は

　St－一

　帆賠（噸敷船）は45，102隻、貝の噸数1，r，03千噸で前年1：St

し1，S59隻30千噸敷を塘加し†：。

　石敷帆般は5，249i隻、其の積石数643，777石で前年に比し128

［隻31，079石を減少しナ：s既往に比較するとi逐次減少の趨勢で十

年以前に↓ヒベると隻敬はtP　etJ｛Rし石数は3分の1に減少し†こ。

　【小舶】　昭和四年三月才こに於けろ5噸又は50石未満の帆賠、

傳汚舶、倉庫舶耕作用舶等の小舶（漁舶を除く）は185，076袋で

前年に比し438隻を減少し†こo

　之を地方別に見ると最も多いのは大阪の15，787隻で之に亜ぐ

iは茨城、10，837隻、廣島の10，784隻、滋賀の10，199隻、長崎
　の9，238隻、5，000隻以上、10，000隻を有すろは千葉、東京、i新

潟、静岡、愛知、兵庖島根、岡山、高知、熊本であろ。

　【造船所】　昭和三年末に於て20噸以上の舩舶を建蓮ずる設備

20・628回・剛鋼12・・08時間52分である・剛…繊轍1こ⇒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ろ死傷人員11人内死亡3人で前年に比し死亡ユ4人を減じ負1

傷1人を増加して居ろ、飛行10，000時間1：付事放回敷は次第に

減少の状態に在リ昭和四年には61．0回で飛行10，000回に付死
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
傷人員敷は5．4人である。

　　　　　　　　昭和三年中1：於ける主要港への入港船噸敷最

ne　舶も多いのは鯛；2卿鞠で，　llgi戸Cl、25，

021千噸、大阪の17，998千噸，下關の16，338千噸、横濱の15・

777千噸、若松の7，514千噸、小樽の7，372千噸で仰2，000千
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
噸以上5・°°°千魑の入齢のあろ港噸館・室蘭請森・鯨1

あろ造般所は401で前フrに比し45を〕曾加し†こo船渠は45、浮

船渠は1で前年に比し前者は1を減少し7こ。

。賜：還㌫讃麟蕊：：念鷲ぽ

隻、57，400噸を婚し、帆舩は1隻を増し209噸を減少し了：。

　【海技冤状受有者】　昭和三年九月末に於けろ舶長、蓮輔士、機

閥長、機關］二の数は67，918人て前年末1こ比し3，957人を櫓加し

十年前に比べろと三倍近く増加しt：o外に外國人132人あつて

前年と伺敷であろ。

　【舶員】　昭和三年JRl：於ける船員は170，696人で他1：外國人船

員3，673人ある。

　【遭難舶】昭和三年q1に於けろ遭難船は5，724隻で前年に比

しユ，053隻を糟加し7：、遭難儲は汽舶5，296隻、帆船428隻で

あろo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

　遭難舶の死傷人員は389人で前年に比し57人を減少した、

駄名古‥日・⊇・辮・多度泡蹴今治・ i灘中死亡は122ぷt傷は55人縮不明は212人であ
濱、三池、長崎であろ、各港への入港舶は主に汽舶であるが掲りiろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
御手洗は避難港であるが鴛帆舶が大部分を占めて居ろ。

　【汽舶、帆舶】昭和三年末に於けろ汽舶は8，149隻）其の噸

数3，812千噸で前年に比し58隻、83千噸を増加しt：、汽船を

噸敷階級別に見ろと、10，000噸以上1］隻（1厘）6，000噸以

上10，000噸113蔓（1分4厘）3，000噸以上6，000噸359

銭（4分4厘）1，000噸以上3，000噸435隻（5分3厘）

500噸以L1，000噸232隻（2分8厘）100噸以上500噸

557i隻（7分）20噸以上100噸1，614隻（2割）5噸以上

20噸未満4，828隻（5割9分）で前年に比し剖合大差ない状

態にある。

　【命令航路に服する汽舶會杜】　昭和三年度末に於ける佛込賓本

金は日本郵舶64，250千圓、大阪商船62，500千圓、口清汽舶

10，125千圓、南洋郵船4，563千圓、北日本汽般2，325千圓であ

　るo　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　蓮楡成績を見ろと日本郵船は昭和三年度に於て船客161千人

貨物4，124千噸、大阪商舶は昭和三年度申船客2，106千人、貨

物7，895千噸、H清汽舶は舶客116千人、貨物350千噸D南

、洋郵舶は舶客977人、貨物185千噸、北日本汽舶は舶客131千

人、貨物588千噸であろ。

戸

一略　　St－一一一

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VIII．　iilt

一　　　　’　　砿會事業の行政機闘としては一般闘係は凪古［已三局卿、灘螂不良5己の蹴矯

正に開しては司法省に、1江會致育、特殊致育關係は文部省に又、吐

會街生事項は内務省の班管に周する、而して大正十四年末に於け

る吐古事業相互の聯絡統一一を閲る機關は、一道、三府二十四縣に

設置を見、調査研究及養成機關は23、助成機闘は75ある。

　救護としては助貧事業最も多く普及し、兄童保護D司法保護亦

施設ぜらろ入所が多い。

」鵬：不1　蒜鷺蕊灘；蒜
圓を櫓加して居ろ、内育兄最多く73團艘17，700圓にして幼兄保

育及兄童少年保護の5S團髄8，900圓、救療の29函艘4，600圓が

之に亜いで多い。

遮亘1㌶㌶璽賜灘㌶
を1」1めて居ろ、地方別に見ろと、京都府の246，211圓特に多く熊

本の151，847圓、長崎79，327圓、長野69，077圓停が之に亜いで

多い。

　4r度相こ於ける基金現在高は7S，666，394圓で、前年よリ約329

萬圓を戊曾し、年々涯」曾の傾向にあろo

「’r／～”f－．t _1血救規期に依る昭和二年救濟人員15・090人
　柚　　　　救’
’　tt．vx．X’v－tnv＿．□　で、前年より　1，383人を」曾加してゐろ、年末

現在者10，460人中最も多きは老哀者の3，882人で、i疾病、幼弱、

挺疾が之に亜いで居ろo而して此の救沸金527，937圓中地方費は

80％を占めてゐろo

∈工弐惣蕊灘㌶5蕊
年よリ24人の減であつて、此の養育費は102，524圓となつて居

るo

遮嘉⇒：不惣慧鷲蕊7賢：：㌫

も多く1，384人あり、大阪府の297人、北海道の262人之1こ亜ぎD

其他の府縣に於ては敷十人裏のものが多い。而して男は71％を占

めて居ろ。同年中の行旗死亡人は3，618人で、地方別1：見ると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IX．螢

fV“ノ”〈’～ノ～ @昭和元年十月十日努働統計箕地調査の結果に

三竺調竺製係ろ工鋤㈱として3・人以上嚇臓

を使用すろもの）は7，486で勢働者は1，381，931人中男629，106

人女752，825人で1工場に付卒均努働者185人である鍍山敷（50

人以上の努働者を使用すろもの）313．勢働者277，263人中男21

12

會　事　業俵214－224頁参照）

　束京府の680人を最多とし、大阪府の312人兵庫の306人が之に

　亜いで多い、而して男は81％に該つてゐろo

、醗者蠣ご岬醐ナろ舗組緻は3同齢加入
　〆．＿一一．＿＿＿．1者穀1，124千人にして前年に比し47千人を

　滅少しア：。同年に於ける排金又は會費緯額は45，633圓其給付延

　敷27，775人30，461圓であろ。給付中最も多きは傷病蟹療及疲疾

　の23，104人23，866圓で休業失業が之に亜いで多い。

　1　　　　　　　　昭和四年中の瞼閲縫件敷は16，574にして、

1映書検閲
　．＿、一一／．．＿．、一一箇月卒均1，3S1件となり前｛1三に比し193件

　を減少しア：。而して之を製作國別に見うと、［1本物13，623件、米

　國物2，433其他欧洲物となつてゐろ。更にフイルムの種別を見ろ

　1：・殆んど箕｛蟄註にして、娯樂劇其の63％を占めてゐる、口本

　物は現代物100に付時代物132に該リ、米國物は現代物100に付、

　時代物9に過ぎず、欧洲物は同29である｝之を前4Pl：iL’；ろと、

　日本物は時代劇減少し、米國及欧洲物は其の反到の現象を呈して

　ゐろo

逼…三〉冨劇場の澱は・昭不嘩桃て聯も
　、一．＿＿v－　　　＿v｛臨時のもの40，908あり、前年に比し、前者

　は93の減、後者は4，150の増であろ。常設、臨時を通じ、碩島

　縣の3，774最も多く、埼王D愛媛～茨城等之に亜ぎ、最も少ない

　のは沖縄縣の38である。

　　活動窮眞館は、劇場に比して常設、臨時共に累年靖加1し、昭｛ts

　三年に於ては常設1，209臨時79，101在り前年1こ比し前者131、後

　者9，23Sを」曾加し7：。常設活動腐員館数は東京の199を最多とし、

　大阪の105、頑岡の70、祠1奈川の63、北海道の52が之i：亜いで

　多い。

　　活動篇眞館の有料興業に於ける親客敷は・昭和三年中182，098

　千人で、常設館其の77％を．大人小人別に見ろと、大人が73％

　を占めてゐろ、又常設館に封する一日観客敷は318人で、人ロ

　ユ，000に封する観客敷2・9に該り前年よリ0．2増し†：。

　　寄席及槻物場の常設は昭和三年末前者625，後者63にして同

　臨時21，472、11，064にして概して傍頓の趨勢に在ろo遊戯場は

　同年末14，044在り最近櫓加の趨勢を示して居る。

　　　　　働俵225－248頁参照）

5，665人女61，598人で1鎖山に付卒均努働者886入を使用して居

ろ男女使用の割合を見ろと工易では女100に付男83．6で女子が

多いに反し鍍山では女100に付男350．1で約3倍宇の男を使用し

て居る。

　工揚敷を地方別1二見ると大阪の1，281を最多とし東京のleO99
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愛知の587、兵庫の463、長野の327、静岡の218之に亜ぎ、北

海道、群馬、埼玉、騨奈川、新潟、石川・碩戊お三重・和歌II卜

岡山、廣島、愛媛、碩岡は100墓で最も少ないのは沖縄の7であ

るo

　鍍山散に於ては稲岡の80最も多く北海道の44・長崎の33・

鵬の20之1こ亜ぎ秋田【エ14、IUロ｛t　12、新潟・愛媛tt・2｝　11・

岩手10で其他は10未浦である。

鯛時間別に工蹴を見ると1塒間以内の2・61蝦も多く10

時間以内の2，508、12時間以内の1，723之1範ぎ全工場の9割は

9時間以上努働する工場であろ、更らに工場及勢働者を産業別に

見ろと繊維工業は3，379で組工場の約牛敷を占め之に亜ぐは機械

器具製造業の677で旬400i蓑に窯業・

類に關すろ製造業、飲食料品嗜好品製造業、製版印刷製本業があ

ろ、他は200蜜以下で最も少ないのは皮革骨角甲勿毛品類製造業

の43であろ、努働者憩敷の5割7分は繊維工業で占め・機械器具

製繰の1割4分他は1割随するものなく最砂ないの随革

骨角甲羽毛贔類製造業の3・366人であろ・

　工場努働者の一日平均賃銀は男2・15圓女0・87圓で之を産業別

i：みろと男女鞠賃澱購具製繰2・56圓・鑛工業2・45圓

醐電鋲天然力利用1・紺撲2・44圓・土梼築業2・41圓・

鯉印刷製蝶2．1・圓馳は・醒で唯だ蹴諜が1圓を割

り0．97圓である。鍍山努働者の一日干均賃銀金閣鍍業男’1・82

圓女・．72圓、欲鍍翻・・8・圓女・・34圓・石雌㍊1・79圓

女0．74圓である。

1＝i霞還き㌶篇㌫ま㌶
ノ　

結果1：依れ購糎瀦及努瀦の鞠箕牧入の8割8分5風

醐臥で此の割合は牧入離の高蝸と共に減じて居ろ・而し

て飲食物費には實支出額の3割6分9厘・住居費に1割6分8厘・

光顯1二4分6風被maaL：　・＄l」　3分3厘・雌駐育臓較

緬信鵡顯に1割1分2風鱗費1・　8M・交願に7分6

風鯵媒繊行費に5分1厘を拙して居ろぷ刻鵬額中

飲食物費の割合は牧入階級の高まると共に次第に減少し、同住

居費は酬、光顯臓少・被瞭は増加・雌麟育鰍育

交髄敗賊、交滅、修養鱗旗行N（エig加の傾向を示して

居る。

1．⊇爆紹介所の艦見る1・・期扱所敷226‘・

於て取榔かsる求人敷720，521人求購882・411人・就麟

263，669人で求人敷の6割7分、求職者の8割は男であ乙・前年

1：比する癩介所の敷20捜し求磁30・246膚加し求麟敷

は131，620人増加し就職者は47，952人の増加を示して居ろ。

　説一一

　　求職者に封する就職者の割合は男2創5分、女4割7分で前年

1に比し男1分減、女4分を増加し了こ。

　　昭和四年中に於ける日傭努働求人敷は3，015千人、求職者3・

473千人＃の紹介件敷3，010千人で其の内男は何れも9翻以上を

　占めて居る、之を前年に比べると求人敷、求職者数、紹介件敷共

t：nj加を示して居る。

　　求人敷、求隈、就職者の業態別は求人藪は工業及鑛業の196・

179人、商業の180，291人、戸内使用人141・239人惇多く・荷其

細分1：付てみれば僕碑の110，634人、小Jsl．員の55，936人、土方
：

　口雇の45，434人、外交集金人の55，954人等が多く、其他30・000

人以上のものは製綜s店員、商』li雑役、飲食店雇人であろ、求職

金繊、化學工業、木竹屠は業及鱗28・，326人最も多く繊の・6・，386人楽躁・6・・

722人、戸内使用人14ユ，606人等之1：亜ぎ其細分に於ては事務員

の74，886人、鯉の67，211人、店e．a65，7ユ3人・商1磯役の48・

525人が特i：多く、其他30，000人以上に金閣工業・土方口雇・

飲食店雇人、書生給仕が在るo就職者の多いのは工業及鎖某の

86，815人最も多く、商業の52，849人戸内使用人の48・485人が之

に亜いで多い。

螢不幟業紹酬颯啄麟業紹介所に於ける歌態をみろに前者

昭和四年に於ては年末螢業者敷3，357にして右の取扱に係る求人

老敷は1，011，217人求職者数761，284人・紹介件敷793・333・就

職者敦479，563人を示し公設紹介所と趣き異にして求人tWl：比し

て求職者敷は著しく少ないo

　家庭隈業紹介所に於ては求人薮3，158人・求職者敷3，004人、

紹介件敵2，913を示してゐろ、而して其の主tるものは和服裁縫

にして約牛敷に達して居る。

1　　　）昭和三年中に於け斑議件tw・393件参加頑
1勢働争螂43，337人で内麟329件怠業4・紅場醐

24である。争議の原囚は待遇改善要求賃銀増額要求及賃銀減額反

封其大部分を占め、待遇改善要求は総件数中3割1分」曾頗要求は

2剋7分減額反封は1割5分で一件當り参加人員は110人で前年

より12人の滅少である。

努鱒議中同盟罷業敷を業態別こ見ろと染織74件最も多く雑

工業の62。機械器具製造業の54件、化學工業の49件之1こ亜い

で多く、其の最も少いのは瓦斯電氣事業及通信從業員の各2件で

あるo

　【小作＄鐵】　昭和四年中に於けろ小作箏議は2・434件で前年に

比し568件を婚加し†：。件敷を地方別t：見ろと秋田の192件最1・

多く、大阪の152件、三重の151件・新潟の143件が之に亜いで

多い其の少き地方は大分の1件、岩手の2件等i：して鹿兄島及沖

縄1こは褒生をみなかつ†こo

　争議●關係者は地主．23，505人、小作人81・998人・關係地の種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一略

　類は田48，710一グタール凶ll　7，374へ〃一…其他276〈グ

　　タ■．．，ルで｛P議11’li：付地主9・7人、小作人33・7人、地主1人1：

　　付小作人は3・5人であろ。

　　「＾バへく”　二　昭和四年に於ける干均職工賃金の最高は瓦葺
　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　｛賃　銀、エの、圓32銭でf；」・圓P」Lのもの屹鰍

　　瓦積、石工、2圓50鑓以上3圓迄は大工、＾ンキ塗・箆コニにして

　　洋服仕立工2．4蠣、木型一C2・43圓、活版植字工2・40圓も賃銀

　　高き部類に麗し、其の低きものは燐寸製造女工0・69圓・莫火小

　　編女工0．91圓、製綜女工0・98圓b日傭人夫女0・99圓等であろ・

　　仰ド男は月16圓捻、下女は月1’2圓除である、之を前年に比較す

　　ろと、低落の傾向を示して居ろ。

　　　更らに凱夫の賃銀をみる1：昭和四年上牛期纏・ド均1圓81珪5厘

　　下’F期1圓SO鑓5厘を示し之を昭和三年に比較すうと僅かではあ

　　ろが上騰して居る、旬調査鎚種別にみれば昭和四年下了1期纏卒均

　　1こ於て最も賃鋲の高きは銅其他の2圓38銭4劇こして最低は鉛亜

　　鉛の1圓37銭1厘及び銀銅の1圓42銭9厘である・

⊂’夫ミ麟㌻隠蕊i，；蕊
　　人を減少し†二、一年労働延人員は77，006千人前年に比し2・391

　　千人を増加して居ろ。鰍は石炭1年最も多くて総数の8Sij　1分

　　を占め金圃山は1割5分、其他は4分であろ・

　　r－一””，昭和三年中1こJjkけろ釦1曖災b激は142・035

　　声山褒災1で、脚、比し・・，・73回を瀞し7・ぷ災人

　　員（t死者891人、傷者141，974人で鑛夫千人に付死者は3・04人

　　傷者は484人て前年に比し死者傷者共に減少し7こ。

　　　錬山の種類別に死傷者の割合を見ると鑛夫千人に付死者は石炭

　　山3．36、鍋山1．8S、石iih山0・52、其他の非鍋山1・04・傷

4　者は石炭ln　550。6、金周IU　218・2、石ilh　1　LI　83・2・蜘のヲ1：鍋山

　　159．5で石δミ山に於ける死傷率は甚しく高い。

　　己〈ハ〉ぎ認蕊㌫慧巖；：：き㌶

　　組合は460．人員322，114、小作人組合4，156、人員315，771、地

　　主小作人協調組合1，986。人員244，943にして小作人組合最も多

　　　く鶴組合敷の6割3分総人貝の3割6分を占めて居る・以上に於

　　　ける勢働組合は組合員敷1，000人以上のもの1：付てメあるが・か

≠
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く限定ぜざると一．Z」は542組合員敷321，125人にして其産業別は機

械器具の64組合103，025人化學の61組合、11，365人運輪交通の

67組合127，956人等が多い。

　【官業員共瀟組含】　昭和三年未に於ける印刷局、警察、土木事

業、專貰、造幣、陸軍、海軍、林野。製鐵、逓信、國有鐵道の諸

官員共濟組合の組合員総数は565，915人にして内國鐵道の195・

690人最も多く絶敷の3割5分に該り遁信の158・569人之に亜ぎ

て2刮8分を占め最も小なるは造幣局の454　f・である。

　此等組合の牧入は纏額41，611千圓にして共の3割9分は揖金

3汕2分は政府の給與金2割7分は預金利子2分は其他の牧入で

あろ、支出は組額15，221千圓にして内4割（t脆退給與金1割3分

は傷炭給與此療養金同じく1割6分は殉隈拉死亡給與金等が主な

るものにして他は何れも1制以下であろ。給與人員は穂敷651千

人にして内疾病拉療養235千人、健康保瞼付235千人脆退給與87

千人等が多いものである。

　【友愛組合】　昭和四年末に於ける組合敷は3・070にして其の組

合員敷506，987人を有し組合敷を其の目的に依りて分てぱ共濟を

主とすろもの1，728、修養を主とするもの378、其他964となり．

更に組合員敷の多寡によyて分てば15人以上50人未満の1・109

が最も多く、纏数の3割6分を占めて居る、之t：亜いでは50人

以上100人未満の784、100人以上300人未満の578・15人未満

の230にして500人以上及300人以上500人未満は何れも200未

満である。

　全國中組合の多き地方は砲岡の221、兵庫の209、北海道の168、

幅島の164等にして其の少きは千葉の6、滋賀縣の10であろ。

　【消費組合】　昭和二年末に於ける消費組合の状況は組合敷151・

組合員敷128，525t：して出賓穂額3，075千圓、中携込濟額1，974

千圓を有し他に諸積立金として786千圓がある。

　1箇年購費品賓却高は21，036千圓1：して一方預金1，994千圓借

入金2，754千圓を示し、剰除金として362千圓を示して居ろ。之

　を事業別にみれば組合総敷申購買組合107にして最も多く7割1

分を占め、之に亜いでは信用購買組合22購買利用組合11・信用

購買利用組合11にして之を構成別1：みれば一般市民に依りて構

成ぜらるNもの57にして総敷3割8分を占め之に亜いでは俸給

　｛生活者の52會杜官臨内或は學校内のもの17が多い◆

X．教育及宗教（表249－291頁参照）

｛ゼ育｛㌶灘㌶竃巖四：㌫
566人、女4，698，386人、合計9，565，952人で人口1二封する割合

は男女各100人中男15・8、女は15・4・其の卒均15・6で前年に

比し男1．Ob女0・7を増加しアこ。

學齢兄童の就學歩合は男9割9分5風女9割9分4風2iS　ig

9割9分5厘で前年と麩ない。

　植民地に於ける學齢兄童の状態をみるに朝鮮に於ては就學の始

期に淫し7二るものふ敷男29，572⑨女28，201にして其の就學率は

男9割9分7厘、女9割9分6厘にして却つて内地より高率を示
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して居る。

　嘉湾に於ては就學の始期に辻しtこるもの男375，bS9、女349，162

1：して其の就學率男は4割7分1女1剖8分i：して甚だ低いが内

地人に限り観察するとさは男9割8分5厘女9割8分2厘である・

樺太1：於ける就學始期に注し1こる者は男女合して39、461人にし

ご學率は⌒」　他に昆し著しく高輻して居

　【小墨校】　昭和二年度末に於ける小學校敷は25・546で前年に

比し56校を増加し平均一市町村に付2・1校に雷ろ。小學校は尋

常科のみ2割9分、尋常科及高等科併置7割D高等手ゆみ1分で

之を既往に比較すろと尋常高等柄科併置のものX割合は増加し尋

常科のみ高等科のみの割合は減少の趨勢である。

　小學佼の學級は198，916で前年に比し4・920を増加し平均一校

の學級数は7．8で前年1こ比し0・2，＋年前に比一SC　1・73を勒ロ

し†：。

　植民地に於けろ小學校の状態をみろに朝鮮に於ては公私立普通

合して2，011校9，573學級、墓潜に於ては小學佼公學狡合ぜて

882校5，667學級、樺太1：於ては188校826學級・闘東州に於

ては206校630學級、南洋1：於ては30校74學級であろ。

　【二部教授】　二部教授施行の尋常小學校は218校，尋常高等小

學校は225校で前年に比し尋常は22校減じ、尋常高等は25校

を減少し†：。

　【小畢校教員】小學佼数員穂敷は225，692人で中尋常小學校の

教育に從事する者8割4分、高等小學校の教育に從事する者

1割6分である、教員の贅格は本科正教員7剖助♪、專科生数員

6分、准教員6分で前年と比して正教員准数員増加し代用教員

は減少し℃。

　小學佼敦員中馴ミ6割7分、女は3割3分で前年と同制合l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
であるが既往に比較すろΣ女子の割合ば潮暦し男子の割合は漸減｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
の趨勢に在るo

小鯉・鮒本科正獺の割合は6．9で蜘・比し・．4をi

　説一一一

’1に付372人に當る、兄童敷を地方別に見ると最も多いのは東

・京の543，784人、之に亜ぐは北海道の449，210人、大阪の369，843

　人）兵庫の363，878人、愛知の352，236人、碩岡の352，202人

新潟の309，553人にして何200，000入壁は幅島、茨城、埼ヨ㍉

　千葉、祠奈川、長野、静岡、廣島）熊本、鹿兄島で其の少いのは

已㌫島74二き㌶㌶㌶1謬：㌔㌫

　1：itして116を」曽加し保栂敷3，598園兄99，374人にして、前年

　に比し前9・（t324人後者4，952人の増加てある、幼稚園1に付

　さ園兄の歎（ミ84人、保栂1に付園兄の敷は28人にして前年1こ比

　し園兄5を減じ、保栂1に付1人を減少してゐる。

1　【盲唖學校】　昭｛il二年度末に於ける校敷は117、数員ぱ851人

　生徒は6，614人、卒業者は1，241人で前年に比し佼敷には」曾減な

　く教員56人、生徒209人、卒業者74人を培加し†こ。

1　植民地に於ては蚕湾に2校ありて教員23、生徒264人を有し

卒業者37人を出して居る。

1　【師範學校】　昭和二年度末に於ける校敷は102、教員〔t2，784人

本科生徒は男30，648人女14，639人、本科卒業者（工男9，182人女

5，004人で前年1こ比し数員69人、本科生徒340人、本科卒業者

587人を増加し†こ。

　　植民地1：於ては朝鮮に14佼、墓湾に4佼在リ街關束州に1校

1あつて其荻員敷は朝鮮203人、i墓潟106人、開東州41人1：して、

生徒敷は朝鮮2，429人、墓灘1，318人、關束州204人にして、辛

業者は朝鮮831人、毫湾396人を出して居る。

　【高等師範學校】　昭和二年度末に於けろ高惇師範（男子）は2

校致員は199人、生征｛工1，838人i卒業者は439人にして、女子

高等師範は2校で教員は116人、生徒は847人｝卒業者は208人

であろ。

　臨時教員養成所は15、教員436人、生徒1，209人、卒業者55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人であろ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同年度に於けろ数員瞼定合格状況は小學校本科正数員4，056人

増加し†；、地方別に見ると最も多いのは東京の14・4にして大阪i尋常小學校本科正数員7・775人・小學校專科正数員6・808人・小

の14・1・幅岡10・7、兵庫の10・5」‖】奈川の10・2・i1静縄の9・g　l學校准教員2・809人、尋借小學校准教員4，060人にして以上小學

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
愛知の9・8・佐賀の9・4・香川の9・1之1：亜ぎ8人墜は埼玉、静i校教員検定合格者穂数25・508人にして前年に比して353人を増

岡は都、7人墓は齢舗，酬富山、長野．昧宮⇒して居・。

鹿蹄で⑭少・・の鵬手の3．79ヒ麟の3．8である。　i其順鰍定合儲は師範、嶋高女獺繊9，587人、高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　植民地1：於ける小學｛交教員をみるに朝鮮に於てはユ，869人普通　等學校高等科807人を示して居ろ。

學校8，326人、簗濁に於て｛t5，898人（公學佼を含む）、樺太908　　【中畢校】昭和二年度末に於ける校敷は532、教員は12，989

人（U教醐を含む）、關酬峰校789嶺鯉836人、南副雄徒は331，625人、本榊㍊は。・。）、46人で前！，gl，、、tし鰍

に於ては小學佼25人、公學校79人が各数育に從事して居ろ。　　14、数員541人本科生徒14，866人、本科卒業者5，020人を増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

前鷲蕊欝鷲鴛㌫：三己：均校の轍は⌒員1に⌒多醐

〔
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【高等女學校】昭和二年度末に1於ける校数697数員は12・386　濟・商學を置くものが多いが中には文學・讐學又は理學工學科あ

人本糾生徒は306，696人、本科卒業者は64，206人で前年に比し

：璽㌶慧㌘1蕊慧：蕊≦㌶：巖

数員1に付同生徒は25人である。

　賞科高等女學校は201，数員は1，326人）本科生徒は26，975人

本科卒業者は7，299人で前年に比し校敷2を増し、数員62人を

増し、本科生徒は1，092人、本科卒業者32人を櫓加しiこ、　’li均1

校に付本科生徒は134人、教員1に付本科生徒は20人である。

　【専門畢校】（實業專門學校を除く）　昭和二年度イこに於ける校

敷は97、教員3，800人、生徒は55，928人、本科卒業者は9，287

人で前年に比し校敷8、数員61人、生徒2，231人を糟加し7こが

本科卒業者は1，533人を減少しアこ。

　生徒は男8割女2Uで前年に比し男2分を減少しt：。各學科中

馨學、葵學、商科陛學、文學、敷理化學、宗数、吾樂、膿育は男

女生在り、法學、経濟學、商科、美術、植民、測候技術，農業は

男學生のみ在る。

　るものがある。

ぷ灘ξ蕊㌶㌶隠驚《蕊
　て生徒郵〔は工業補習12，291D農業補習966，515人、水産補習

13，S20人、商業補習47，619人、其他141，779，之を前年に比べ

　ると工業、商業補習は滅じ他は何れも増加を示して居る。

　　【實業學校及職業學校】　昭和二年度末に於ける賓業學校校敷甲

　租工業87、乙種工業26、甲極農業206、乙種農業124、甲種商

　業220、乙種商業45、甲種水産12、甲種商船12で前年に比し、

　甲種工業、甲種農業、甲種商業、乙種商業、甲種水産は増し、甲

・手重商船は憂らす他は減じ†こo

　荻員は甲種工業1，796人、乙種工業299人、甲種農業2，313人

乙種農業SS1人、甲種商業4，802人、乙種商業379人、甲種水産

126人、甲種商般145人て前年に比し乙種工業、乙種農業、乙種

商業は減少し他は」曽加して居ろ。

　本科生徒敷はIP種工業26，359人、乙種工業4，177人、甲種農業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
昭和三年皮末植民地［：於けろ專門學校は朝鮮t：5，墓潤iに5及；39・893人、乙種農業D18・700人、甲種商業109・988人、乙種商業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
關東州に2であろ、朝鮮は京城法學專門學校、京城馨學專門學校、

京城高等工業、水原高等農林、京城高等商業學校にして教員穂敷

276人、生徒纏敷1，102人を有して居ろ。墓灘は毫北高等商業、

同高等農林、同陛學專門學佼、塞南高等商業學校及び墓北、墓南

墓中師範學校にして数員数213生徒纏数1，864を有して居ろ。關

東州は旗順工科．k學及び旗順師範學堂の2にして数員124、生徒

584を有して居ろ。

　【高等畢校】　昭和二年度末［：於けろ校敷は31、数員は1，216

人、生徒は17，312人、卒業者は5，048人で前年に此し校数は墾

らす、数員51人生徒774人を減じD卒業者71人を増加し†：。

　【大學】　昭和二年度末に於ける帝國大學は5學部33にして前

年と愛らす数員は1，724人で、前年に比し38人を減少し†バ東京

は教員616人、京都は教員417人、東北は数員241人、九州は数

員231人、北海道は致員219人であろ。

　學生及生徒は東京7，682人　，京都4，809人、東北］，339人、九

州1，957人、北海道2，185人、合計17，972人で前年に比し1，333

人を増加し、1學生の卒業者は東京1，994人、京都1，100人・東北

345人、九州413人北海道212人、合計4，064人で前年に比し520

人を増加しt：。

　昭和二年度末に於て大學令に依る大學は官立6、公立4、私立

47、合計57、教員は官立414人、公立243人b私立2・262人、學生

生徒は官立3，809人、公立2，461人、私立32・397人、學生の卒

業者は纏艘で4，358人を出して居る。

　學科は官立は商學、醤學、公立は警學、私立は法律、政治、経

Ig・15°人・甲種雄1・563人・甲種商船’・31°人1・して前年1・比し

　て乙種工業D乙種農業、乙種商業は減少し他は増加し†こ。

　　　　　　　　　　　　　　’
　　乙種職業學佼校数は34・教員は211人、本科生徒は4，522人、

本科卒業者は1，402人で前｛1三に比し校数3，数員20人、本科生

　徒466人を槽加し†こ。

　昭和三年末1：於けろ植民地實業學校は朝鮮に甲種工業學校1、

rl1種農業學佼24，甲種商業22、甲種水庄學校4、があり霞湾に

於ては甲種工業學校ユ、甲種農業1、乙種農業2、甲種商業2、

があろ。

　【賓業專門學校】　昭和二年度末に於けろ校敷は工業21、農業

11、商業16、商船2で前年と憂リなく、教員はT．業887人、農業

375人、商業533人、商船122人で前年に比し工業15人、農業13

人、商船13人を暦加し商業1・5人を減少し7㍉本科生徒は工業

7，447人、農業2，802人、商業8，384人、商船1，484人で前年に

比し商船を除く他何れも」曾加し、本科卒業者はコニ業2，349人、農

業995人v商業2，626人、商舶300人で前年に比し工業401人、

農業252人、商業473人、商舶29人を塘加しfこ。

　植民地1：於けろ寅業專門學校は工業に關するもの朝鮮に1あつ

て致員61人、生徒177人を有し卒業者51人を出して居ろ。闘東

州1：も1、教員42入、生徒数223人を有し）卒業者61人を出し

て居る。又農業に關するものが朝鮮に1、教員50人、生徒151

人あり卒業者39人を田し、裏湾に於て1、歎員25人、生徒99人

あり卒業者31人を出して居ろ。商業に闘するものは朝鮮に1D

数員45人、生徒233人あり卒業者65人を出し、童mal：2校、教
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員36人・生徒408人あり卒業者125人を出して居る、向賠に闘す

るものは植民地には未だない。

　【各學校入畢志願者及入學者】　昭和二年度に於ける諸學校入學

志願者は僅少の例外㌔除き前Iiこより何れも増加し主。入學志願者

100人の中入畢者の割合は中學校53．4，高女52．9專門學校3．3

乃至100・0卒均46・2高等學校9．9帝國大學66．9、官立大學

61・6公立大學86・7私立大學82．3官立實業專門學校15乃至24停

で概して前年t：JLして入學困難となつて居る。

　【文都省在外研究員】　昭和二年度に於ける文部省在外研究員は

437人で前年に比し32人を槽加しfこ。留學國は掲逆の193人最も’

多く之に亜ぐは・英、1；利の60人）北米合衆國の32人、佛蘭西の

28人、牲にして研究學科別は文學理學の各83人、工學72人、監

學71人・農學48人・経濟43人、法學27人、1等である。

　【生徒の健康状態】　昭和二年度中東京盲學校及聾唖學校、高師

附圃小學校を除く文部省直轄學狡に於て槍査を受け7二ろ男生徒

49，083人、女生徒2，533人就き其健康状態をみるに獲育甲のもの

男は4割4分、女は4割3分、乙のもの男3劃5分女4翻7分、

丙のもの男2割1分、女1割にして男は甲が最も多く女は乙が最

も多い。榮養状態は男に於ては甲5割9分乙3刮8分、丙3分、

女に於ては甲5割6分、乙4割4分、丙1分にして概して榮養状態

は良好であろ。覗力の検診の結果撫男に於ては4割9分は爾眼

正祀にして4割4分は雨眼近覗他は一眼近覗、一眼正覗、或は遠覗

の者である。女に於ては7割3分は繭眼正硯にして爾眼近観は2翻

　2分t：して覗力の状態は女の方がはるかに優れ就中近覗は一方

の2分に野して他は僅かt：2割4分に過ぎない歌態である。

　穂検査人員1：付き疾病の状態をみるに最も多きは幽歯にして男

3割7分女4割4分を占め之に亜いでは眼疾の男5分女9分であ

るo

　【青年園及青年訓練所】　昭和三年度に於けろ青年團は團髄数

28，338・正團員敷4，049千人にして干均一府縣603、團艘4£均團

§ヱ43人に該つてゐる。青年圃を男女1：分けてば男15，295園髄

2・534千人、女は13，043團髄、1，514・千人にして・・一一一團艘所麗人員男

は166人、女は116人に該り男の方遙かt：多い。

　青年訓練所は所数15，766にして之に所周の主事15，668人指導

員88，640人、生徒843，702人．其絡了者112，375人で80年度に

比し所敷を除く他何れも減少して居る。

　【小學校教員平均月俸】　昭和二年度に於けろ小學校数貝宇均月

俸は尋常小學校本科正数員男72回・女50邸該り高等小學校に

於ては本科正数員74圓b女54圓に該つて居る。而して專科正数

員・准教員と次第に低下し最小額は代用教員の尋常男39圓，伺

女27圓）准荻貝の尋常男41圓、女36圓である。

【博士旬昭手に年度剰こ於ける酌・②総数は3，941内9人は

「at－一一

外國人にして賓人員は3，933人を示して居る。畢部別にみれば聲

學の2，671最も多く緯敷の6割8分を占め之1こ亜いでは工學の391

人、理學の244人にして最も少なきは商學の4、経濟學の12である。

　【公學資産】　昭和二年度に於けろ府縣、市、町村公學贅産は

125，369萬圓で前年に比し11，368萬圓を』曾加し†二、府隠公學蓑産

は29，133萬圓、干均一府縣620萬圓）市公學資産は38，167萬圓

2F均一市378萬圓・町村公學贅産は58，069萬圓4£均一町村，48，8δ8

圓である。

　【公學費】　昭和二年度に於けろ府縣、市、町村の数育費は

45・973萬圓で人口に付7圓50銭當り前年に比し1，850萬圓を増加

し國民一人當り21銭を檜加し†こ、府縣公學費は11，189萬圓）卒

均一府縣238萬圓で主として中學校、箕業學佼、師範學校、高等

女學佼に支出寸る。

　市公學費は10，663萬圓、平均一市1，056千圓、大部分は小學

校に支出し、町村公學費は24，121萬圓、2ド均一町村20，30S圓で

その大部分は小學校に支出すろ。

　【公學牧入】　昭和二年度に於ける府縣、市町村の公學牧入は

14・263萬圓で前年に比し880萬圓を」曾加し7二、府縣公學牧入8，328

萬圓で主として授業料D寄附金、雑牧入1：依り、市公學牧入は

1・824萬圓で主として授業料及保育料國庫捕助金、寄附金羅牧入

等に依り町村公學牧入は8，610萬圓で國庫補助金、寄附金雑牧入

授業料及保育料等より成つて居ろo

　【出版圖書】　昭和四年度中に於けろ出版固書数は2ユ，111部で、

前年に比して1，231を檜し内主なろものは数育の3，141部、文學

の2，418部・著樂の1，284部、祠1噛宗孜書の1，240部、凪愈問題

の・861部地乱紀行の848部）語學の790部、脛濟の727部等で

ある。

　【新聞雑誌】　昭和四年度末に於けろ新聞雑誌敷は有保鐙金のも

の5，917、無保澄金のもの3，274、総敷9，191で前年に比し746

を増加しiこ。纏数を地方別1：見ると東京の1，973特に多く遙に降

て大阪は1・153・北海道472、愛知453、兵庫433、長野、京都

祠岡は300墓・新潟・廣島は200墓、宮城、頑島、茨城、埼玉、

祠奈川D静岡D三重、奈良、和歌山、岡山）山口、愛媛は100毫

で他は敷十のものが多い。

　【圖書館】　昭和二年度末に於ける圓書館は官公立2，963、私立

1・343で前年に比し前者は29を磐し後者は60を減少し†二。固書

冊敷は8，181，878冊、前年に比し558，507冊を増加し7二、干均一

館の固書は官公立1，797冊・私立2，129冊、和漢と洋との別は官

公立不il漢9割5分、洋5分、私立和漢9創6分、洋4分で前年に

比し官公立共同様である。

⊂～～『：ll灘慾麗鷲：蕊鷲
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無｝制上92，674で前年に↓ヒし官幣止5i國幣枇5を培し府鮪砥・郷

1）tE：、村［∬ヒにて1を減少し、無格硅209を減じ了二。

　【紳宮紳職】昭和三年末に於ける刺1職は14，912人で前年に比

し、108人を増加し†㍉卒均一硅の∫i，tliwaは祠1宮91人、官幣［吐4人・

國幣‖止4人、府縣吐1人4分、郷肚0・9人、村杜は5頑に1人・

無路i吐は66凪は1人の刮合である。

　【寺院】　昭和二年度末に於ける寺院敷は71・330寺で前年に比

し11寺を減少しれ宗汲別t：見ると撰宗最も多く2割8分を占め・

之に亜ぐは曹洞宗の2割、眞言宗の1割7分、浮土宗の1割2分・

臨沸宗、8分、日蓮宗の7分、天台宗の6分残除の2分は黄壁宗・

同宗、融通念佛宗、法相宗、華嚴宗である。

　【佳職】　昭和二年度末に於けろ住職は54・813人で前年に比し

318人を」曾加し†；、寺院と住職との割合は住職1人に付1・3寺であ

るo

　【佛道教會説散所】　昭和二年度末に於ける説数所は6・317で前

　警

8分警察犯庭罰令違反1割3分、魔府縣令違

の法令違犯1割5分であろ。
　【盗難及詐欺恐喝】　昭和二年に於ける強盗は1・730件）籟盗は

356，088件で前年に比し前者は275件を増加し、後者は24・411件

を増加し†；、掬摸に遭ひし人は12，750人、詐爲恐唱に遭ひし人

は121，171人で前年に比し前者は2，081人を増加し、後者は581

人を増加しれ。

　人ロ1，0001：付盗難其の他の割合は8・02で前年に比し0・35を

檜加し†；。

　昭和二年の盗難は＋二月が最も多く之に亜ぐは＋月、五月、＋

一一一
氏A三月、六月で其の少かつt：　nは七fi　｝一月及二月である。

　【被殺害者】　昭和三年中に於ける被殺害者は］・274人で前年に

比し778人を減少し†：、其の原因は争論又は一時の怒に因るもの

最も多く、之に次ぐは痴情、嫉妬、怨恨、貧困）利慾・癒癩人・

盗賊、暴行人、Xは醇狂人である。

⊂生ミ：㍍巖㌶灘1；：ill：欝

は46，299人で前年1二比しeelini・752人、齢｝脚161・150人・楽剤

師1，009人、産婆636人を何れも」曾加し†こ。人口萬に封する割合

はee師7．7、齢曙師2．4、藥aSMil」　2・8・産婆7・51こ當つて居る。

　昭和三年末に於ける貰薬方敷は205，922で前年に比し17・659

　を増加し頁藥講費人は230，890人で前年に比し280人を減少し・

賓薬行商人は190，807人で前年に比し13・028人を減少しt；。

　［aed昭和三年に於けろ第一期種痘（N生か遂年朗迄に
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年に比し261を増・加しtこ、具の宗涯別は眞〃1：の2・261最も多く・

之1理ぐは眞言宗の1，486、聴フ三ミのt，OS8漕i彫iミの512・浮土

宗の370、天墓宗の316、臨濟宗の233であろ。

　【紳道】昭和二年度末に於ける説教所は13・250で前年に比し

529を培加し†：，其の宗派は天理数の8，500最も多く・遙に降で

金光数の885、御嶽数の714、示lll道の650黒住数の478修成1底

の395等が多いものに閾する。教師敷は92，453人にして前年に

比して2，762人の増加を示して居る。

　【基督教】　昭和二年度末に於ける會堂及轟義所は1・665で前年

に比し70を塘加し†二、］1の鍾別は口本基・m数禽の286最も多く

之に亜ぐは日本聖公古の229、日本メソヂスト誕の227天主公

荻の209、組合基督数愈の13S、2・リスト正教の105等で其の他

100以下のもの敷種であろ。

　丘布者敷は2，421人1：して前41三に比し73人を槽加して居る。

　　　　　　　　　　　　XI・警察衛生及災害（表292－307頁参照）

亘㌫當鷲㌶㌶劃三ご㌶蕊1瓢繍1ヒ㌶㌶
　　　　　　　　　　　　　　　犯2割3分、期凶雌遊は・・．私碗は8・・462人で前コ1・1・比し3°・962人㈱

加し善感剖合は9割6分、不善感4分である。

　第二期種痘（敷へ歳十歳に行ふもの）人員は公種痘1・613千人

で前年に比し65千人を増加し、善感は6割0分・不善感と検診未

了は4割0分で前年より善感割合少しく増し†こ。私種痘は20・190

入で前年に比し12，933人を増加し、栽感割合は、5割0分不善感

は5割0分である。

　【水道】　昭和二年未に於ける上水道は214で前年に比し44を

ig、」Jnしt・、地方別1こ見ろと長野の20最も多く“U形の15馴の

12．li・li奈川の11、北髄、東京の各10、兵庫ぷ岡・山・の各9・長崎

の8誼拠島根の各7、山梨、岡山の各6之に亜ぎ岩手・埼玉・沖

細、は相ご臓されない。給水栓1ま鯨の380・718・最も多く・

大阪の297，456、京都の123，801、元峰∫｜1の92・726・兵庫の

87，110、廣島のor　6，403、愛知の55，548之に亜いで居る。

　【傭染病】昭和三年に於ける法定傳染病患者は虎列刺1人、腸

チフス42，063人、赤痢（疫痢を含む）2・5，198人…rフf’）ア17・578

人、パヲチフス4，903人、痘瘡723人・狸紅熱5・727人・流行性

脂脊髄膜炎295人、襲疹チフス23人・Aスト無しで前年1：比し

赤漱腸チフス、ヂ・テ9ア、　・・eラチ・ス・狸繍凄疹チフス・

痘瘡、は増加したが其他は減少してゐる。各病患者に封する死亡

率5訓以上を示しアこるものは虎列刺・流行性謄脊髄膜炎であろ。

　【鋤、燐場及埋燐】昭和三年末1こ於ける蝶地は984・66

3醐其の噸21，368ヘグタールで一一va所鞠2アール1こ當る・

火麹は35，745で、同年刺：於け欲葬題は606・531で一箇
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所宇均17に當り前年に比し1を槽し了こ。fiiJ　SF中の埋葬死盟は70

3・708で埋火葬死髄中火葬は4剖6分、埋葬は5割4分に當り前

年に比し割合大略同様であろ。

　　火葬の割合を地方別に見ろと富山は9割9分9厘。石川は9劇

8分9厘・大阪は8割9分）旬8割毫は北海道、新潟、廣島で、其

の最も少いのは沖縄の1分、宮崎3分9厘、鹿兄島4分5厘、高

知の7分、埼玉の8分1厘等である。

　【精紳病】　昭和三年末に於ける精祠病者は69，553人で前年1：

比し7・186人を増加し、人口萬に付11．20に當り前年1こ上ヒし1．03

増加し、旬既往に比較すると逐年暦加の趨勢である、人口萬に封

すろ割合を地方別に見ろと最も多いのは廣島の24．2之に亜ぐは

香川の22・8、京都の18・6、奈良の17．6、顧井の16．9、仰10以

上の地方は山形、茨城、栃木D三重、埼玉、東京、石川、静岡i

滋賀・大阪、兵庫、島根、岡山、山ロ、徳島、愛媛）長崎、熊本、

鹿兜島で其の少いのは大分の4・9、北海道の5．5、高知の5．5

等である。　　　　　　　　　．

　精帥病者男女の割合は男6鯛4分、女3割6分で年e此の割合

に大差を見ない。

　精祠1病者の内精帥病院法に依るもの（市匿町村長の監置すべき

ts　）犯罪者にして特に危瞼の虞あるもの、療養の途なき者、地方

長官の必要と認め†こる者）は3，174人C5分）精祠1病者監護法i：

依ろ入院者及假監置者9，300（1割3分）監置を要せぎ6者57，079

人（8割2分）であろ。

～　　　　　　～昭和三年中に於けろ水害を被つ†こ市優町村は

1災＿3∪98・で鋼獅村の5止‖。分，汎濫面積

敬は104，538ヘクタール、田畑の流失及埋没は101，781ヘクタ＿

ル・宅地其の他の土地埋没崩潰、15，716ヘクタール、建物22，104

棟・舶舶325隻b人の死亡77人、負傷ユ28人で損耗額は16，966

千圓、復奮費37，791千圓である。

　損耗の多い地方は廣島の2・216千圓、高知の2，160千圓、鹿兄

島の1，957千圓、頑岡の1，424千圓等で、術10萬圓以上の地方

としては北海道、秋田、茨城、山形・栃木、）群馬、埼玉、東京、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XII・司

1　　　　　　・昭和三年に於けろ匿裁判所新受の民事件敷は
i三亘烈96叫275件、同蹴敷嶋3、3｛欄年1こ

±ヒし終局件聾ヒ10，330件を」曽加しt；、　事件は督促360，844件、非

訟事件262・879件、第一審訴訟268，907件、弦制執行35，177件、

借地借家調停事件9・903件、和解10，796件、破産事件3，236件、ネ11

議事件160件）戸籍に闘する抗告22件であろ。

　督促事件は殆ど全部一定金額の督促、非訟事件は「隠居）慶家、

子の懲喪、家督相績人及親族會に閻するもの」及「戸籍に關する

　説一一一

帥奈川）長野、静岡、京都、岡山、山ロ、徳島、愛媛、佐賀、畏

崎、熊本及宮崎が在る。

　【潮災】　昭和三年中に於て潮災を被つ7こ市匝町村は133，田畑

　7〈クター7v　｝宅地其他の1ヘグタール、建物77棟、船舶7S

隻で、死亡者5負傷1にして災害による損耗額は52千圓、復奮

費430千圓である。

　【暴風雨被害】　昭和三年中ド於ける暴風雨被害は市匿町村1，0

01、田畑損害634ヘクタール、宅地其の他10ヘクタール、建物

1，207棟舶舶272隻、人の死亡186人、負傷10人で損粍額は

1，938千圓、復奮費は　3，814千圓であろ。

　【火災】　昭和三年中に於けろ火災度敷は　ユ7，966、内放火度敬

は1，388（8分）にして之1：　Sりて全焼し7二る戸敷｛t18，140戸で

干均一度當全焼戸数は1．01戸であろ、其の損害見積額は6，714萬

圓の多・きに上ったo

　火災度敷は北海道1，570度最も多く東京のユ，271度之に次ぎ大

阪の833度、新潟の827度、兵庫の659、廣島の613度、愛知の

589、茨城の506、秋田の517、等で他は500未満である。損害見積額

は東京の9，549千圓を最高とし、これに亜ぐは北海道の9，142千

圓青森の6，145千圓、兵庫の4，084千圓、新潟の3，785千圓惇にし

て他は200萬圓室に4，100萬圓墓に7，100萬未満のもの31縣に

して其の多くは数十萬圓前後である。植民地及關束州に於ける火

災度敷をみろに同年に於て朝鮮4，411、墓湾852、樺太1330關

東州172にして火災度数一i：付損害見積高の最も大なるは樺太の

7，902圓にして樺太の7，750圓之に亜ぎ朝鮮は762圓、窒湾は633

圓である。内地に於ては3，737圓を示して居るo

　　　　　　ノ
　火災の季節は三刀乃至四月及二月に多くて初夏の候之に亜ぎ

七、九、十月は最も少いことは例年殆ど同じである。

　泊防員及び機械器具の状況を見ろに昭和三年末に於けろ特設消

防署147、消防組10，865にして是等の機關の人員は1，917千人

に上リ滑防機械器具はガソリンポンプ5，007、蒸氣ポンプ324ポ

ンプ般2、水管車9，871、腕用ボンプ41，914となつて居ろ。

　　　　法（表308　一・337頁参照）

もの」で大部分を占め、第一審訴訟事件は通常訴訟が大部分、假

差押及假虚分が之に亜で多い。

　地方裁判所に於ける民事新受件敷は　61，096件、同絡局件敷は

59・179件で前年に比し絡局件敬113件を減少しt二b事件は第一審

訴訟42，698件、控訴7，466件、非訟事件3，038件、抗告2，795

件・破産宣告29件、小作調停事件3，153件である、第一審訴訟事件

で最も多いのは金銭に關する｝aので之に亜ぐは人tr　）土地、建物

及舶舶等であろ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一va

控訴院に於け眠醐受轍は4，032件、同終局件Xは4・099

件で前年に比し絡局件敷110t’1・を滅少し旗。

燃脚こ於けろ民事新受件数は2，574件・上告の結果は上告の

理由なくして棄却ぜられ†ころもの933D原判決を破段ぜられ†こも

の241、取下231であろ。

　【植民地に於ける民事々件】　昭和三年朝鮮に於ける民事弔訟調

箒榊授の数は2，0311・して編1・982を示し・粛那於ては

新受10，043、綱10，122」目剰Hは新受7・終局9を示し之等

を前年末に比するに何れも減少を示して居る。

絡臓榊最も大なる割舗・誇るは朝鮮及舗に於ては執；主

吏事務取扱に關するものにして之に亜いでは督促事件である。

ミ三轟ぼ不欝蕊豊欝16：㌘き

少し後者は50件増加し7：、第一審は89，494件で前年に比し7・1

35件減少し控訴審は6，554件で、前年に比し294件減少し7こ。其

の他上告審は2，335件減少し、抗告68件、再審20件、非常上告

1、公訴附帯私訴462にして上告審を除き何れも各前年より減少

してゐるo

　昭和三年1：於ける刑事々件の捜査終局事件藪は359・328件で・

前年に比し16，362件を減少し了こ。捜査の結果起訴しt：るものは

　2割4分、不起訴のものは5割7分、他へ迭致は1割等であろ・

　昭和三年に於けろ豫審終局人員は7・878人で前年に比し1・120

を増加し†：、豫審絡結者の公判に付せられ7こるものは9割7分・

免訴は2分であろ。

　昭和三年に於けろ第一審裁判事件絡局は87・104件で前年に比

　し6，782件を減少し†こ、第一審裁判事件中刑法犯は5割5分・特

別法犯は4割5分であろ。被告人は148・8t4人で前年に比し15・

506人を滅少し、終局被告人141，797人中有罪は9割9分、無罪1

免訴管轄蓮停は1分であろ。人口10，000に封する刑事被告入の

割合を見ると23．86で前年に比し2・84を滅少し、右の内刑法犯

は14．56、特別法犯は9・31にして前者は減後者は増加を示して

居る。

　昭和三年に於ける控訴事件終局は5，773で前年に比し151件を

減少し†；、絡局は刑の言渡8割0分、控訴取下1割5分）無罪

4分であろ。

　昭和三年に於ける上告事件絡局は2，103件で前年1：比し218件

を・曽加し†こ、終局は上告棄却6割0分、決定2割ユ分・上告取下

1割1分であろo

　第一杏刑法犯有罪被告人に付て其の罪名を見ると男は賭博及富

籔1：關すろ罪5剖3分・廟盗罪1翻6分、傷害罪9分、詐欺恐喝

罪5分）横領罪2分、女は賭博富籔に關する罪6割6分、失火罪

1割15分、矯盗罪4分、堕胎罪2分9厘・殺人罪（嬰兇殺を含

Ut－一一 29

む〕3分等で前年と大差ない。

　犯罪原囚を見ると男は利慾最も多く習癖、出來心、憤怒、貧困

射倖等之に亜ぎ、女は利慾最も多く出來心、習癖、貧困、憤怒等

之に亜で多いo

　犯罪者の年じ1令は男1：　trつては30歳以上40歳未満の者が最も多

く25歳以上30歳オ、満、40歳以Eo「osit未tak之に亜ぐ、女は40歳

以上50歳未満が最も多く30歳以上40歳未満が之に］IXて多い・

　第一柑刑法犯有罪被告人の科刑は罰金刑最も多くi終敷の6割5

分を占め有期懲役は3割1分、科料は3分S厘で他は無期懲役

44人、有期禁鋼71人、死刑25である。

　同被告人の受刑度籔を見ると一度の者は男6割6分、女8割1

分、二度の者は男1割4分、女1剖b≡度以上六度の者は男1割

　6分、女S分、七度以上十一度の者は男3分、女9屈、十二度以

　上の者は男5鳳女1厘であろ。1
　　第一審特別法犯有罪被告人の罪名を見ると議員選摺其他の3割

　2分が最も多く、商事産業1割8分、通信蓮楡電氣1割5分・替

　察著作出阪務聞紙1t［U　2分、街生1割2分・租視專責6分・軍事

　5分てある。科刑は罰金最も多く其の7割3分を占めb科料は2割

3分、有期懲役2分であろ。

　　昭和三年中外國人に闘する第一審事件を見ろ1：被告人員157人

　にして前年に比して10人を滅じ國籍別に於ては支那人最大で

　148人で9翻4分に當つて居ろ。終局の結果は有期懲役の94最も

　多く他は罰金の62、科料1であろ。

　　【登記】　昭和三年に於ける登詑件数は　5・30コ，911件・登録稔及

　手敵料緯額は60，218千圓で前年に比し92・765件を増し・5・771圓

　を｝曾加し†こo

　　登記件数は土地8割6分、建物1割1分にして他は価かに3分

　に過ぎす其の主なろものは商事會砒、産業組合の登記である。商

事鰍の登言駆於ては株式古硅最も多く7割3分を示して居る。

朝鮪こ於ては課税不灘共土地榔分を占め建物・商事餅「・非

　管利法人、商號及ぴ船舶之に亜ぎ墓溌に於ても殆んど同様の割合

　を示して居ろ。

　　【在監人員】　昭和三｛F末に於ける在藍人員は39・624人で前年

　に比し1，357人を減少し†；。何¢壱往F年間を比較すると大正五年

　末には52，776人であつ†二が大正六、七・八年に於て・少しく増

　加し、爾後再び滅少の趨勢を呈しアこが人正＋四年に再び璽加をみ

　t：のであろが、本年末に於ては上述の如く滅少し7：・

　　右監者は男9割8分、女2分で前年と殆ど同割合であろo右監

　者の大部分は受刑者で恕員の9割2分を占め他の8分は勢役場留

　置者267人、刑事被告人2，818人、乳免7人、被疑者123人より

　成つて居る。

1昭和詐中の鳩題は6・，4・4人、艦順は62，4・4人で前
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年に比し入監2，870人、出監3，624人を減少し†こ、受刑者の出監

は大部分満期で外に假出獄1，474人、死亡396人刑の挽行停止

281人であろ。　　　　　　　　　　　　　　　・

　昭和三年末及同年申の植民地及關東州に於け乙在監入監出監を

見るに朝鮮に於ては年よ在監者14，264人を示し本年中入藍者数

35・324人、出ee　34，822人を算して居ろ、墓湾に於ては年末在監者

3，045人年内中入監者13，431人、出監者13，777人1：して關東州に

於ては年末在監者1，121人、年内中入監者4，177人出監者3，994

人を示してゐる。

　在監者を犯罪の秒別に見うと男は刑法9割9分を占め他の1分

は陸海軍刑法犯22人、森林法犯32人、警i察犯庭罰令違犯226人

其の他148人にして女も亦刑法犯大部分を占め、警察犯虚罰令違

犯4！人其他11人であろ。

　刑法犯のみに付其の罪名を見ると男は籟盗5割7分、詐欺及恐

喝1割、殺人8分、弧盗8分、傷害4分、放火4分、横領3分、

女は絆盗3割6分、放火2割8分、殺人1割6分、詐欺及恐喝

ee－一一

t：刑法犯を罪名別に見うと男は霧盗5割4分、詐欺及恐喝1割4

分、賭博及富銭7分、傷害6分、横領5分等、女は繍盗4割3分、

放火及失火1割3分、欺詐及恐喝1割、殺人1割等であろ。

　新受刑者の刑法犯の犯人数を年齢別に見ろと18歳未満の男は

初犯9割5分、再犯5分、女凡で初犯で再犯はない。前年に比し

男初犯の割合増加し女は憂りない。18歳以上の男は初犯5割5分

再犯1割9分、3犯以上5犯2割0分、6犯以上6分、女は初犯

7割1分、再犯1割3分、3犯以上5犯1割2分、6犯以上5分で

前年に比し男は再犯を減少し、女は初犯を減少し7こ。

　新受刑者の刑名は男有期懲役7割8分、拘留1割8分で他は無

期懲役40人、有期禁鋼ユ95人、死刑20人、女有期懲役4割9分

拘留5割、他は無期3入、有期禁鋼無し）死刑1人であろ。有

期懲役の刑期を見ろと三月未満は男8分、女1割2分、六月未満

は男1割7分、女2苫13分、一一年未満は男3制3分、女2割3分

三年未満は男3割1分、女2割9分、五年朱満は男7分、女7分

十年未満は男3分7厘、女3分9厘、十五年沫満は男3厘、女7

の6分5厘・傷害の2分5厘等で前年に比し男女共具の割合に著i厘、十五年以上は男2厘、女7厘であろ。

しき憂化を示して居らない。

　在監受刑者の刑名は男女共に有期懲役9割以上を占め、無期懲

役は男458人、女7人、有期禁鋼は男23人、女無し1拘留は男

238人）女4人であろ。更に有肛懲役を刑期別に見ると三月未満

は男1分、女2分3厘・六月未浦は男5分、女7分、一年未満は

男1割6分、女1割1分）三年未満は男3割9分、女3割8分D
五年蜘娚・割7分、女2割、＋年未満は男、割5分，女、割｛

6分）十五年未満は男4分、女4分，十五年以上は男2分7厘、

女2分1厘であろ。

　【新受刑者】　昭和三年中に於けろ新受刑者は男28，076人、女

823人で前年に比し男2，118、人、女248人を減少しt：、新受刑者

の男は刑法犯7割9分、警察犯鬼罰令違犯1訓8分、其の他3分

女は刑法犯4割9分・警察犯虚罰令違犯4割4分、其の他7分で更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XIII・財

⊂≡三婿蕊：灘蕊（‡1漂
厘）臨時部94・114千圓（6分9厘）であろ。歳出組額は亦同額に

して内恕常部1，224，037　1圓（7割6分）臨時部384，602予圓（2割

4分）であろ。之を前年鹿豫算に比べると歳入72，422千圓を減じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
主が・内経常部に於ては9，817千圓を培加し、臨時部に於て82，

240千圓を減少しeC　Lfi亦同額を減少し中紹常部に於て348千圓を

培加し臨時部に於て72，770千圓を滅少し7こ。

　明治＋九年ヴ制施行後に於け乙國家財政の歌況を概観すろに

日清職後の二十八年迄は毎年の歳出80，000千圓、人PI　－t：付2

　入藍時の年齢は男女共に20乃至30歳最も多く男30歳乃至40歳

歳乃至50歳、女40歳乃至50歳、30歳乃至40歳之に亜ぎ以上の

年齢者で新受刑者8割4分を占めて居ろ。飲酒は酒を嗜むもの男

6割1分、女1割1分、賓産歌態は賓産なきもの男　9割5分、女

9’S”5分であろ。男の職業は無職業2割1分、工業2割8分、商

某の1割3分、農業の9分等多いものに属すろ゜

　昭和三年に於けろ少年刑務所の状況をみろに刑務所9、職員

57grr監者穂敬2，235人を算して居ろ、在監受刑者を刑名別にみ

ろと懲役無期6有期2，135、禁鋼O、拘留11で之牲の受刑者は

主として窃盗弧盗犯にして1，643（7割4分）i：上つて居ろ。之

に亜いでは詐i欺恐喝及横領の　149、放火の114，殺人の87，傷

害の85が多く他は何れも50未満であろ。

　　　政（表338－390頁参照）

圓内外であつ†こが翌二十九年度に於て一躍倍加して169，000千圓

となり翌々年度200，　OOO千圓墓に上り三十七年度迄は一遣一一退、

同年度277，000千圓（人rl　1に付5圓87銭）となリ、日露職後

の三十八年度には頓に増加して400，000千圓墓（人ロー一・i：付8圓

88銭）四十年度には　600，000千圓墓（人ロー－1：付12圓27銭）と

なり翌四十一年度i：は旬636，000千圓に上つ了二が四十二年度には

100，000干圓を減少して532，000千圓に下り大正三年erl：於て一

度600，000千圓を出†こものあろを除き大正五年度迄は常に500，

000千圓墓（人ローに付11圓内外）であつ7こが大正六年度1：至つ

ては735，000　F圓更は七年度には　1，000，000千圓墓（人ローに付

P
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17圓51鑓）に躍近し爾來蓬年靖加して大正十年度には1，489，856

千圓にhり十一年度には60，000千圓を滅少して1，429，690千圓

（人ロー・1：付24圓80鑓）となつ†こが十三年度に於て100，000千圓

を櫓加し、（人n－－1：付27圓47鐙）を示し、十四年度は100，000千

圓を減少し7：が昭和元II：度には再び」甘加して　］，578，826千圓人ロ

ー人欝26圓09銭となつ†こ。

　昭和五年度歳入紳常部は租稔5割9分、官業及官有財産牧入

3割3分印紙政入6分、残酷の2分は教育改善及農村振興基金特

別脅計よ1）繰入、預金特別會計より繰入及雑枚入であろ。租税は酒

税229，155千圓、所得税204，019千圓、關穐144，244千圓・砂糖

消費税82，532千圓、地租67，754千圓、菅業牧盆税59・386千圓・

織物沿費稔37，977千圓、相績挽27，4q・　8千圓、贅本利子挽15・883

千圓、】反引所祝9，8ユ7千圓が主なろもので他は何れも6，000千圓

以下であろ。官業及官有財産収入は郵便電信電話牧入253，033千

圓、専費局益金177，478千圓、森林収入　47，628千圓、配當金牧

入11，656千圓、刑務所牧入6，102千圓、が主なうもので他は何

れも2，000千圓以下であろ。

　歳入臨同部は前年度剰蝕金繰入4R，074千圓、特別會計賓金繰

入14，749千圓が主なうものであろ。

　昭和五年度歳川終額中皇室費の4，500千圓（全歳出の2厘8毛）

を除き他を所管別i：見ろと逓信宵2割2分、大藏省2割1分、海

軍省1割6分、陸軍省1割3分、文部省9分、内務省8分、農林

省3分7厘、司法省2分、拓務省1分8厘、外務省1分2厘、商工

省7厘で前年度1：比し著し吾差造はない。

　大正九年度及十年度に於ては陸軍、海軍爾省で爾歳出の4割8

分を占めて房†こが昭和二年度以降に於ては2劃墓に減少し†：e

　【特別會計】　昭和五年度に於ける特別會計は38で其の所管は

外務省1、内務省1、大藏省10・陸軍省2・海軍省3・文部省

　3、農林省2、商工省3、逓信省2、鐵道省3、拓務省8であ

　ろ。特別古計中には資金叉は勘定の如く翠に帳簿上の出納に止ま

るものあろが、其額の多少に依て見ろと鐵道の1・047・344千圓

（歳入）岡債整理基金の　950，882千圓・專賓局の342，411千圓

（歳入）朝鮮纏督府の238，960千圓等五額のもの1：閨すろo

　【豫算純計】　前項に掲げ†ニー般合計及各特別會計の歳入歳出金

額の穂額を計算し†二鬼で、費際の國家の歳入歳出の穂額には當ら

　カい，或ろ古計で歳出に立てSあろ金額も他の會計に入ろものが

　あり叉或ろ脊言｛の歳入にして他の會計の歳出に依りて支佛はろS

　ものがあり提て同じ企が二重に歳入1：叉は歳出に計上せられて居

　るが爲眞の歳入歳出の纏額と云ふものが分ら7い。故に其の眞の

　歳入歳出郎ち豫算の純計が調製せられて居うが・之1：依ろと昭和

　五年度に於ける一般愈計及特別會計の歳入豫算額は　5・341・334千

　圓、内純計額3，833，160干圓b「控除額は　1，508・174千圓である・

説一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31

更に一般古計及特別古計の歳出豫》5穂額は　4，799，186千間内純計

額3，610，963千圓、控陰額は］，188，223千圓であ乙。豫算纏額と純

計額との割を見れば歳入7割2分、哉出7割5分であろ。主要な

る控除科nは歳入歳出各三十於柿婁文十丁’｝　n　t：分れろ、旬純計額調

製方法の甑略は統詔表に掲げてあろ。

　【所得栽】　昭和三年度に於けろ所得税納税人員は第一級法人

32，976、第三種　946，6S8人で前年度に比し前者は1，844を櫓し後

者は55，928人を減少し7こ。

　所得金額は第一種法人「1，087，903千圓、第二種公債砒債銀行定

期預金利子等624，161千圓、第三種2，309，S90千圓、合計4，021・

954千圓で前年度に比し68，433千圓を減少し†こ。

　第三種所得は商業の567，595千圓最も多く．乏に亜ぐは俸給

々料歳費の410，732千圓、貸宅地貸家の359，169千圓・配常の

298，730千周、田ノ1・作の178，760千圓、賃蓼↓の　146，921千圓、

庶文の116，498千Pa　｝一〔業の85，771千圓、旬50，000千圓以上の

ものは貸金預金其他利子、諸給與であろ、斯得稔納税額は第一種

64，919千圓、第二種30，860千圓、第三種111，678千圓、合計20

7，457千圓で前年度に比し　2，761千圓を減少し†：・地方別に見ろ

と東京の70，799千圓最も多く大阪の32，591千圓、兵庫の15・

885千圓之に亜ぎ、5，000千圓以上10，000千圓は祠1奈川、愛知、

京都、3，000千圓以上5，000千圓は北海…首・新潟・廣島・幅岡に

して百萬圓未満のものに碧手、祠井、山梨、奈良、鳥取、島根・

徳島、高知、佐賀、宮崎D沖縄かありD内沖縄はユ27千圓に過ぎ

ない。

　【地租】　昭和四年首に於けろ地租靹税人員は10・548千人で前年

に比し172千人を増加し人口100に付納税者の割合は16・97前年

に比し0．05を増加し†二。而して同年首に於ける地租75・471千圓

中主なろもの1細の45，598千圓・宅地の17・746干臥畑の10・

256千圓で他は何れも1，500千圓以下であろ・地租納税額を地方

別に見ろと兵庫の3，415千圓最も多く之に亜ぐは東京の3，277干

圓、大阪の3，243千圓、愛知の3・224干圓・新潟の3・181千圓・

20，000千圓以上は茨城b埼玉、千葉、三重、岡山、頑岡、其の少

き地方は青森、岩手、山梨、奈良、和歌山・鳥取・徳島・高知、

長崎、宮崎、沖縄の各1，000千圓未満であろ。

　納稔人員・一一　1：付納稔額は全國平均にて7圓16銭に常り前年に比

　し11鑓を減少し†こ、之を地方別見ろと東京の20圓、人阪の19圓特

に多く他は概ね5圓乃至9圓で其の少t・ものは1“　n，高知、長崎・

　大分、宮崎の4圓姦、鹿見島、沖縄の3圓案等であろ。

　【螢業牧益税】　昭和四el二度に於けろ菅業人員法人49，463其純

　益額970♪285千圓、内納祝人員35，506、純益金額941，882千圓にし

　て税額は34，930千圓であろ。而して個人管業人員は742・929人其

　純笹額944，122千圓にして納挽人員は742，914人純益金額917，571
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千圓税額は26，283千圓である。

　法人純盆額は東京、大阪4kl：多く雨者の計588，675千圓に上り

6割3分を占めて居ろ。個人に於ても東京、大阪の純益穂額237，5

33干圓1：上り2割5分を占めて居ろ。

　【國有財産】　昭和四年四月一日現充の國有財応法の支配すろ國

有財産穂額は7・836・990千臥内一般爾研属4，914，642千圓、

特別愈計所属2，922，347千圓’ぐある。各秤財産毎の内評は、公nl

財産5，656，ユ83千圓、瞥朴財産1，784，353　T一圓、雑秤財産396，453

千圓で前年1：比し総額333，578千圓を婚加し7こ。田庄種奴の刮合

は土地2割3分・立イ・材1割9戊｝、nt物1割、工作物及2誤機械

3割2分s舶舶1割2分等である。

　更に所香別に見ろと鎖道省の2，1S3，S36千圓最も多く之に亜ぐ

は海軍省の1・294・318千圓、陸軍省の873，1SO千圓、内務省の

766・380千圓・大藏省の623，514千圓等で其の最も少いのは外務省

の22，221千圓であ乙。

　【露債】　昭和四年度末に於ける國債穂額は6，576，009千圓で前

年に比し1£8，653千圓を摺加し†こ、右の中内國債は4，512，CO8千

圓で前勾に比し132・643千圓を榊加し外國箇はユ，446，S49千圓で

前年に」ヒし4・447『「圓を減少し了こ。旬外に借入金572，960千圓、

米穀諮券43・592千圓ありて前イ1’に比し倍入金28，」「09了圓を滅じ、

米穀諮券は2S・967千圓を槍加しアこ。人n一に付國債は内國債71

圓70θ箋・外國債22圓99θ蔓、合計94圓69銭1こ雷り前年1こJ　｛：し82銭を

i曾hnしアこo

　昭和四年に於けろ列國の國債額は英吉利7，716，024千跨、佛蘭西

454，885百萬法、伊大利88，994百萬利、弼逸8，949，928千ラィヒス

麻・北米合衆國16・93ユ・198千弗で、人ロー1：付割合は英古利169袴

佛蘭西11・089法・伊太利2・161利・濁逸14］ヲaヒス麻、北）K合

衆國141弗であろ。

　【道府縣】　昭和四年度豫算に依乙道府縣のLk入穂額は481，247

千圓で平均一府縣10，239千圓に當り、前年度に比し纏額に於て

nt－一一一一

24・975千圓孕均1：於て531千圓を増加しアこ、歳入の主なろもの

は租税で杢額の5割3分を占め、内直接國税附加税5割2分を占

め旬國庫補助金捕助金及下渡企、道府縣債等が主な財源であ乙。

　同年度遣府縣の歳川は土木費に2割8分、荻育費に2割3分）

i瞥察i費に1割7分、拗業費に1創1分陸の割合とたつて居ろ。

　歳出恕額を地方別に見ろと東京の49，124千圓最も多く之に亜ぐ

は大阪の26，904千圓、兵庫の24，726千圓、愛知の18，778千圓で

旬北海道、埼玉、刺奈川、新潟、長野、静岡i京都、岡山、ぱ島

屑岡はヱ0，000千圓を超え他は5，000千圓以上10，000千圓の地方

多く・5・000千圓以下は山梨、奈良、沖紐であろ。

　【市】　昭和四年度豫算に依ろ杢國市の歳入穂額は753，906千圓

で・前年度に北し2，330千圓を培加しt：、歳入の土なろものは公

債金の2汕8分、使用料及手数判の2割5分、租醗の1割7分下

渡交付及補助金の7分倭であろ。

　昭和四fl二度躁算に依ろ市の歳出縄額は74C，132千圓て内電炉五

斯事某に2削3分、公債費に2割3分、数育費1割3分、衝4費

に1却1分、土木itl：9分い・ふ割合になつて据ろ。

　1【町村】　昭和四年度豫算に依る町村歳入穂細は525，619千圓で

前年度に比し19，669千圓を檜加しt：。歳入の」ゴころものは租税

で5割4分を占め内直接國毯附加税1割7分を占め、税外収入の

主六ろものは下波交付及補助金、公債金・前年度繰越金、使用料

及手敷料、財産より生ずろ牧入鯵であ乙。

　町村歳出は教育費に4劃5分、役場望？　i：1割6分，土木a（・　1：8

分等が貝の主†ころ項日を成して居Z。

　【地方債】　昭和三年度末に於け乙地方債の穂額は2，00「o，383千

圓で前年度に比し205，949千圓を檜加し†こ、圃艦別に見ろと市債

1，371，867千圓、道府縣債425，795千圓、町村債212，097千圓、水

利阻合（土功）40，623千圓で、＃のH的別は電氣及瓦」1屑f業2刮

7分、普通土木費1割6分、術生費1割3分、教育費8分、災害

土木費7分、駈會事業費7分、勤業費4分の割合であろ。

XIV・選暴、官公吏、軍事及恩賞（表391－425頁参照）

｝’蓮ノ…誌七年一噸に依ろ雌麟員多鞠締
し，、，＿．一．，コ議賊近大正＋鴎九聯珊灘に於て互

選人定敵は6・600人申、選皐常口の互選賓格者は6，252人で、前

回に比し約9倍に塘加し†こ。是れ議員選曝規貝りの改正されアこ爲で

ある。

　投票中有数5・779票、無敷票26であろ。互選槽を有すろ者の直

京の1，920千圓で之1：亜ぐは大阪の1，901rF圓、兵庫の1，653千

i新潟の1・098千圓、京都の1，071千圓、其の他はユ，000千圓以下で最

圓、低は沖縄のS1千圓であろ。

　【衆議院議員】　昭和三年二月議員敷は466人、議員一人に丹すろ

人口は133，309人で1府縣の議員数は東京杓の31人を最多とし．1：t取

縣の4人を最少とすろ。昭和三年二月の拙選撃に於て選皐穫を有

接國酬醐は23・866珊前回1：」ヒし約4闇・増加しt・・期∋すろ者の敷は12，409，078人で人・1，…1・綱硝麟の割合は

人當納税額最高24S・308圓で最低236圓前回に比し最高16，603

圓、最低に於て19圓の滅少である。

　大正十四年九月一日に於けろ互選纏者納税額の最多いものは東

i・99．75人1・當る、舗縣中右の害1織も多、、のは島根の237人で

其の最も少いのは北海道の175人であろ、議員1人に到すろ有槽

者は26，629人に當リ、繭島の35♪329人最も多く佐賀の22，090人

†

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一略

最も少い。

　有擢者中投票し†；ろ者と投票ぜざりし者との割合は前者8割、

後者2割、投票中有敷は9割9分、無孜は1分となつて居ろ。

Ut－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　【現役陸海軍々人】　陸軍　昭和四年末に於ける陸軍現役准士官

以上の人員穂数は17，303人にして内符官及相當官213人、佐官及

相當官3，623人、尉官及相當官9，940人、准土官3，527人であ

衆議院議員の年齢を観ろに45歳以上49歳の108人最も多く、60｛る。

歳堤の98人、5・歳以上54歳の92人、　55Ut以上59歳の76人、4・凶nS

以上44歳の64人D35歳以上39歳の24人、30歳以上34歳の4人の順

位であろ。職業は愈鮭員92人、農林業76人、辮護士69人、無職業

の65人著述通信及新聞雑誌記者43人、官吏41人等多くf6」右以外の

職業者多少の順位は醤師藥剤師、商業、教員、工業、鍍山業、銀

行員、軍人であろ。

　【府縣會議員】　主として昭和二年の選畢に係ろ議員敷は1，842

人中、市部350人、郡部1，492人であろ、選禦有擢者の穂郵1は

11，400，614人で東京の724，760人最も多く沖縄の66，746人最も少

い。議員1人に付有灌者は6，189人で前回に比し3倍近く」曾加し

†こ。

　投票したる者と投票ぜざりし者との割合は前者7割3分・後者2割

7分、投票中有数の割合ば9割9分であろ。

肺町村會議則本項は前禰の如く選卿課にヲひして昭

和三年末に於ける現在の調査である。

　市會は103、議員3，708人、選皐有椹者2，54S，097人で・議員1人

1：付有擢者687人であろ。町倉は1，642議員28，］53人、選皐有穣者

2，555，906人で議員1人に付有権者91人であろ。村古は9，780、議員

124，453人選皐有擢者6，528，606人で議員1人に付有権者52人であ

ろ。町村組合古は40、議員574人、選拳有穗者26，736人で議員1人

に付有纏者47人であろ◇町村穂會は1、選畢有擢者10人であろ。

　旬北海道一級二級町村制拉東京府に於けろ島喚町村制1：依るも

のがある、印ち町會は44、議員886人、選塾有擢者50，329人、村

會は241、議員3，486人選皐有擢者156，924人、町村組合會lt1・

議員6人）選畢有槙者18人である。

～　　　　　　　　昭和四年末に於けろ文官は勅任1，361人俸給

　官　公　童

昭和四年末に於ける海軍現役准士官以上の人員憩敷は

8，016人にして内縛官122人、佐官1，971人v尉官2，793人Atc務

士官1，377人、候補生192人、准士官1，561人であろ。

1旬海軍に於て【i下］：官17，382人、兵50，826人、生征534人が

示されて居ろ。

‘【鑓願及雛職則昭和三年糊欄道廠員は昧任及同
待遇972人、判任及同待遇22，469人、雇員男74，3S6人、女4・631人

　傭男103，621人、女4，SO3人、合計201，8S3人で前年に比し4，452人

1をま曾加し†こo

　　遁信識員は一等局49，666、二等局30，804、三等局80，4261：して

　其雇員以下の敷を見るに雇員に於ては通信事務51，889人電話交換

：手23，084人其他119人にして傭人に於ては遁逸人5，061人、集

　配人46，606人其他7，640人であろ。

‘【警舘署】昭和四年末1：於けろ瞥察官署は・警察X1・205・

　警察官派出所4，794、巡査駐在所及立番所14，234であろ、警察

　署及派出所は一府縣平均128．駐在所は一町村平均1・2に當ろ。

‘　【警察職員】　昭和四年末に於ける職員は警硯320人、警部1，795

1人、警部崩3，307人、巡査56，761人、合計62，183人で前年に比し

　一様に減少し合計に於て4，267人を減少し†：b警官1人に付人口

　は1，094人で前年に比し78人を増加し†こ、昭和三年末植民地1こ於

　ける警察の状態をみろに朝鮮は警察署250派出所2，652を有し其

職員穂敷18，657人あり、巡査1人1：付人口は1，104であろ、裏湾に

於ては警察署8派出所1，510を有し其職員纏数8，114あり、巡査

1人1：付人ロは574樺太に於ては瞥察署12、派出所92あリ、職員

377を有し巡査1人に付人口695人で關東州は警察署28派出所

403あり職員2，860人を有し巡査1人に付人口448人が腸し南洋

8，。。4千圓s　，rS，EII、、4，、32人、鰍39，・72鋼、』・於て障鰐6・派醐・・立翻・8鮪し・願・・7Ab・・J

剣任22。，。45人、鰍、75，84・千圓、合計235，538人、㈱繊1巡査・人1・付人・683人踊して居ろ・

㌔ご㌶㌶巖㌃㌶芸鷲獅
　勅奏判任を通じて官吏を所麗別に見ると最も多いのは朝鮮穂督

の30，847人之に亜ぐは逓信省の26，560人、織道省25，205人・墓

湾組督府の18，605人、司法省の15，350人大藏省の11・390人で、他

は10，000人以下である。印ち文部省は7，440人農林省は3，771人

關藤脚96人、▲騨人、内務省・，7・2人、外縮

・…5人調工省1・784人・海鞠1・392人・猷鹿1，414人’〈］’＃・・ Pある・顧は蝋47人・典端3°人ぷ長416人・通』・

に【ｱ：竺蕊ヵ叉鷺㌘㍍㌘：鴛㌶

長8、司法官試補248、書記5，055、廷丁1，493、雇員4，906D

・緯敬13，572人が携はつて居る。裁判所は更に大審院1，mb訴院7，

地方裁剣所51、匿裁判所281に分†二れて居ろ。

　・植民地に於ける裁列所は朝鮮に於て230翻轡に於て7である。

　　刑務所（内地）は56支所39、出張所61にして警察留置場1，236が

の他は1，000人以下であろ、地方聴は北海道臆4，204人、警覗臆　保健技師技手101人・教誰師138人・教師31人・作業技師及技手285

2。，386人’1？．府縣5駕887人、、府噺均・，237人1、當ろ．　1人・看守6，396人、躍取締］34人、融L443人，mSX　9，・25人
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篭、於ては刑鰍支所9があり嚥1、於ては酬4

支所2があろ。職員総数は朝鮮に於て2，273人、藁灘に於て593

人であろ。

　【在外公館官吏】　昭和四年末に於けろ在外公館の官吏は大使館

公使館283人．領事館1，344人で前年に比し前者は1S人）後者は

48≠ｲ；召＿、於け、宮内＿任、＿任

333人D判任2，184人、合計2，637人、他に雇傭1，959人あリ、

その俸給4，488千圓で前年に比し官吏59人減少し、1，172千圓を

減少しアこ。

　宮内官吏の部局別は帝室林野局644人、大臣官房567人、諸陵

寮274人）内匠寮200人、李王職150、式部職115人，主馬寮111

他は100入に浦アこない。

　【公吏】　昭和三年末に於けろ府縣名響織参事曾員は482人有給

吏員は11，314人其の俸給7，470千圓で前年に比し参事會員3人増

加し、吏員441人を減少し、有給吏員の俸給147千圓を増加し了；。

　昭和三年末に於けろ市名轡職及吏員は38，695人其の有給吏員

俸給30，084千圓で前年に比し2，281人、1，715千圓を増加し、町

村名饗職及衷員は332，402人其の有給吏員俸給32，206千圓で前

年に比し1，846人、739千圓を増加しれ〇

三’二三1已障蕊｛㌃：：巖㍍ll竃

人員の最も多いのは東京の24，524人で此他15，000人以上の地方

は北海道、幅島、新潟、長野、静岡、愛知、大阪、兵庫b廣島、

稲岡、鹿兄島、其の最も少いのは樺太の568人b鳥取の4，686人

沖縄の5，374人、宮崎の6，753人等であろ。

　批丁の身長の割合は1米60以上1米62．5未満の1割7分2厘最も

多く1米57・5以上1米60・0未満の1害‖7分1厘、1米55以上1米57．5未

満の1割4分5厘之に皿ぎ、荷是よリ長尺のもの及短尺のもの」割

合順次相亜ぎD1米75・0以上は4厘、1米45・0未浦は7厘である。衛

L以外t：i　ll尺不瀦亀314旭痢年i　：　tltして53人をig　」・nしt・・而

して卒均身長は1米60・2であろ。

　昭和四年に於ける肚丁の教育程度は高等小學校卒業及之と同等

者最も多くて4割8分を占め之に亜ぐは尋常小學校卒業及同上中

途退學者4割1分・中學校卒業及之と同等者9分1高等學校及專

門學校卒業及之と同等者6厘、大學卒業及之と同等2毛、不就學1

者tこして讃方算術を鵬し得る者）4厘、讃書算術を知らざる者5

厘で前年に比べると高等教育を受けれろ者の割合は少しく増加し

7㌔

《睦軍aSlvaes】昭麺年IFI：於て・陸軍綱の教髄關は・

陸軍大學校を始め20種ある、其教員は671人、卒業者は4，416

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　Ut－一一

人⇒比蒜灘㌻撒㌶1㌣凱准士官

　以上297人、下士官1，049人、（他に技手5人）兵卒1，024人、傭人

590人（囑託124人、雇員36人）で前年に比し86人琳加してゐろ、其

　の取扱犯罪人は2，774人で前年に比し67人を・tgi？加し7こ、坂扱犯罪

人は軍人761人、軍属21人、一般の者1，992人であろ。

，｛一海…亙｛㌶繍違欝1㌔㌫

前年に比し隻敷は軍艦5隻を培し）駆逐舷5隻を増加し、排水量

　は軍艦32，140賄頓駆逐艦8，5001噸を増加し7こo

　　【海軍募兵】　昭和四年度に於ける募兵敷は5，195人、内水兵の

　2，880人最も多く機關兵の1，S85人之に亜ぎ主計兵210人、看護

兵90人、船匠兵80人v軍樂兵50人に分7これ組敷を前年に比すれ

　ば1，163人の減少であろ。

・　昭和四年度の募兵人員を地方別に見ろと山口の266人最も多く

‘之に亜ぐは鹿見島の257人、熊本の227人、幅岡の213人、廣島

1の209人にして他は凡て100人内外の地方で其最も少いのは沖縄

の7人、樺太の20人等であろ。

　【海軍教育機繭】　昭和四年度末に於けろ海軍の数育機關は海軍

大學佼、兵學校、機闘、軍醤、経理、砲術、水雷、潜水、工機の

9校であろ。

人灘三ぽ74⌒生徒は’　1’446人）　au　＆　FP　GII　tct　3，1°8

　【海軍刑務所】　昭和四年度に於けろ海軍刑務所の状況は未決年

末残留22人にして前年よリ1人を増加し、入監390人、出監386

人で何れも前年よリ増加して居る。既決に就ては年末残留170人

にして前年より59人を櫓加して居ろ。

　【海軍下士官及兵卒の費用】　昭和四年度末人員敷68，208人に

封すろ費用穂額は28，434千圓1こして1人卒均417圓に當リ纏額

　を費途別に分てば俸給に5割3分糧食に3割6分残饒の1割1分

は被服費に當てられて居ろ。
　’
遍…　冨昭梱鞠こ於て政府より恩給を受く・人員
　X，．，一～～一．．F．“V．＿．＿＿1は233，476人、金額105，189千圓）扶助料を

受くろ人員は118，752人、金額25，871千圓で前年に比し恩給は

　3・602人、扶助料543人を揖加し7；。恩給は文官56，008人33，107

千圓・陸軍々人113，461人、48，471千圓、海軍々人64，007人、

23，611千圓となつて居ろ。

扶助料は館23・416人・6・531欄・ぐ軍・人8°・462人・15・799

千圓・海軍々人14，874人、3，541千圓であろ。

　昭和四年中新に恩給を受領し†；者は文官2，231人、1，789千圓、

陸軍々人2，233人、1，572干圓D海軍々人2，986人、1，174千圓、

教育職員788人、660千圓、瞥察監獄職員347人、86千圓、待遇職

皆
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員b5人、42千圓であ・．新▲・扶助料を畷し情は姐1・538

人、522千臥騨・人・，522人・7・・千臥｝輝・人1・244人・

269千圓、教育職員260人、104千圓、警察監獄職員230人、23千圓）

待遇鵬9人3千臥願院入院者8人1千圓であろ・

昭和畔中1・於て恩給受離の消1威し儲は5・°38人・2・481千

圓、扶助料受領楳の“ti’j滅しれ者は6，268人、1，225千圓である。

昭和四年中1・於け・一蹴受繍ま5r°5人・2・4°°千圓i：し

て前年に比し323人327千圓を増加し†こ・

，　　　　’－V”VX、【有爵者】昭和四年末に於けろ有爵者は1，010

1爵　位ミ人で前年と鋤す、繍・8人、侯爵46人、伯

St・・2人、子欝395人、男爵439人、》諭年1・些し公爵・伯爵各1人

を増し、侯爵、子爵各1人を減じ†；。

　【有位者】昭和四年末1・於けろ有位者シま179・551人で前年段

し9，792人をig加しtl、而して從一位・人・正二位32人・從二

62人、正三位306人、從三位625人、正四位1・382人・從四位2・757

人、正五位6，247人、從五位9，374人・正六位10・869人・從六

位16，447人等位階の下ろに從ひ順次増加して正八位の59・227人

最も多く從八位は2，000人であろ。

i　　ハ’（昭和四年末1：於けろ鱒侃用鰍は1・226・91

1動　章3其の順敵・，脚55で前年1・tヒし4，76・箇

fs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35
Ut－一

をig加口、、僻鱒鯛人員は燭｛綱人・勲一等3°3人澗

二等は・，・37人、勲譜6，・5・人、勲四eq・8・934人・勲礁13・937人

動婿35，266人、勅七等・69，868人・勲八等906・545人である・

昭和三年末1：於けろ金鞠章獅者は62，858人で前年1：比し

1，022人を減少し†：o

昭和醇末1・於け硯酬章年鍛領都3・651人⇒の錨

230，615圓で前年に比し81人5，805圓を減少し・同年末に於けろ

鑓鱒⇔頬者は62，858人、其の錨・1・267欄で・前年

に比し1，022人223千圓を減少し†；。

昭和四年1・於け醐章麟人員は322人で前年1・比し66人を減

少し、金鞠章獅人員は15人で前年1・比し2人を減少しtこ・

　昭和陸中外國人新㈱順は50人で前・’f－t：比し67人を滅少し

†；。

　昭和陸中姻章onm允許娼は・6・人で前年1：比し57人繊

少し亡。

　【褒章】　昭和四年中に於ける褒章受領者は345人で前年に比し

4CO人を減少しt・、褒章は繍9・鰍6・紺綬330人でb　7’・

　褒状、賞杯受瀦雌賑彰都昭和四年中鰍成り2・7’°3

人で、前年1・比し85人を増叫昭和三年中肪凱りは29・156

人で前年に比して6・722人を増加し†；。
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